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センターだより

昭和56年度計算機利用申請書の取扱いについて

昭和56年度の利用申請には「継続申請」と「新規申請」 0)2種類があります。

1. 継続申請

継続申請とは同じ研究課題で56年度も引き続き利用することです。この申請をすると課題番

号、パスワード及びファイルは継続して利用できます。

ただし、次の場合は継続できませんので「新規」で申請してください。

I. 所属部局に変更がある場合

ii. 負担経費区分が科学研究費である場合

（例）一継続できる場合ー 同じ研究課題で申請者が替る時（所属部局に変更がないこと）

一継続できない場合ー 同じ研究課題で所属部局に変更がある時

II 科学研究費である時

(1) 継続申請0)受付期間

2月16日（月） から 3月31日（火） まて

（ただし、 4月1日から利用する場合は、 3月20日（金）までに申請してください。）

(2) 継続申請0)必要書類

i. 大阪大学大型計算機センター利用申請書

Ii-支払責任者及び経理責任者申請書

iii. 昭和55年度計算機利用報告書

なお、 「利用申請に係るコード表」の提出は不要です。

（注意） 3年を経過した継続申請者（課題番号下 4桁 1000番号）は、新たに研究課題及

び研究課題の具体的内容を記入してください。

(3) 提出先

所属の連絡所に提出してください。ただし吹田地区の方は直接利用者受付でも受付けます。

2. 新規申請

(1) 新規申請の受付開始

2月16日（月） から

(2) 新規申請の必要書類

i。大阪大学大型計算機センター利用申請書

Ii-支払責任者及び経理責任者申
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iii. 大阪大学大型計算機センター利用申請に係るコード表(OCR用紙）

(3) 

iiii. 

提出先

（教務員、研究生のみ）

所属の連絡所に提出してください。たたし吹田地区の方は直接利用者受付けでも受付けます。

継続申

継続申請されていないファイルは4月から使用できご竺こ］

はで 3月31日（火）までです／
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センターだより

利用者ファイルの取り扱いについて

1. 継続申請した場合

フ7イルは、課題番号に付属のものです。継続申請を行うとファイルも自動的に継続となりま

す。

2. 継続申請しない場合

ファイルは、 4月30日（木）に消去しますので、ファイル利用者は特に御注意願います。

所属部局等の変更で、継続申請ができなく新規申請をされる方でも、ファイルにリード。パー

ミッションを付けておけば、 4月30日までは新課題番号に移行できます。ただしファイルにリ

ード。パーミッションを付けられるのは、 3月31日（火）までです。

l ファイルは継続申請をとれないと消去します;-
お早めに継続申請書を提出してください／l ， 
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センターだより

昭和56年度プログラム相談員の募集について

センター内のプログラム相談室では、毎日一定時間内に、プログラム上の問題やセンター利用全

般についての相談に応じています。十分なプログラム相談を行うには、

談員が必要です。

数のプログラム相

センターでは、昭和56年度のプログラム の要領で募集いたしますので御協力いた

だける方、われと思わん方は是非応募くださるようお願いいたします。

己''" n
 

資 格：当センターの利用

期 間：昭和56年4月～昭和 57年3月（前後期各々半年も可）

内 容：利用者からのプログラム 当センターで週 1回 2時間（隔週でも可）

月～金

① 10:00 - 12:00 (水曜日は除く）

② 1:00- 3:00 

③ 3:00- s:oo 

待 遇： 1. 利用

イ。任期 1年の方 14万円相当（

口。任期半年の方 7万円相当（

2. マニュアルを一定限度まで

土

① 10:00-12:00 

” 

の場合は 7万

3.5万円相当）

3. プログラ の利用

4. センター内の研修会、講習会の優先参加

センター、

ださい。

〒565 吹田市大字山田上

Sにありますので必要事項記入のうえ下記宛提出してく

ンター共同利用掛

/ 切：昭和56年3月31日

応募用紙の請求及び不明な点については、センター共同利用掛 CTEL 06-877-5111 

内線2817)までお問い合せください。
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センターだより

研究開発計画の公募

大型計算機センターの計算機システムは、これからも逐次拡充を図る予定です。ハードウェアは

めざましい技術の発展と共に拡充されますが、ソフトウェアはセンターだけの力ではなかなか拡充

できず、宝の持ち腐れともなりかねません。

研究開発計画は、このことがない様に広く利用者からセンターの計算機システムの利用に関して

利用者に役立つもの、システムの運用に役立つものを募集します。

センターの利用有資格者であれば誰でも応募できますので、次の要領によって応募されることを

期待しています。

応 募 要 領

1. 研究開発課題の対象

(1) 基礎及び応用プログラム開発に関するもの

(2) 計算機言語に関するもの（クロスコンパイラーの開発など）

(3) 計算機利用に関するもの（各種のユーティリティ・プログラム作成など）

(4) プログラム・ライプラリーの書き換え、改良及び、精度、信頼性の検定

(5) 学術文献データベースの開発、作成

などで、センターの計算機システムの利用に関して利用者に役立つもの、システムの運用に関

して役立つものです。

2. 応募資格

センター利用有資格者

3. 応募方法

研究開発計画申請書（センターにあります）を共同利用掛に提出してください。

4. 締切日

昭和 56年3月31日（火）

（締切日以降において、開発計画があれば、随時申請してください。）
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0
0
8
 
4
,
2
8
4
 
3
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1
0
 
9
,
0
6
9
 
3
3
3
,
2
4
9
 
2
,
6
4
1
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0
9
 
4
,
2
9
7
 
2
6
9
,
9
9
4
 
4
,
7
5
0
 
3
4
6
,
8
8
4
 
9
,
0
7
7
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0
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0
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0
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0
バ
ッ
チ
ジ
ョ
ブ
の
平
均
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
タ
イ
ム

（
単
位
分
）
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1
3
ー

4
 
5
 
6
 
7
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0
 
1
1
 
1
2
 
1
 
2
 
3
 
年
平
均
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.
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3
 
2
.
8
5
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.
2
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.
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「速報」及び「お知らせ」の集録

＜速報No.7 7 (55. 11. 1 8)より＞

1. SMS(Shared Mass Sto「e)機能の運用開始について

現在、システム I及ぴシステムJIは独立して連用しておりますが、 12月1日よりシステム I. 

JI間で、利用者パーマネントファイル（磁気ディスク装置）を共用できるSMS機能を採用し、

運用に入ります。こ り、利用者のパーマネントファイルはシステム I・IT

ことなく、どちらからでも自由に使用することができます。ただし、システムインプットファイ

ル（利用者入カジョプフ Tイル）及びシステムアウトプットファイル（ 出カファイル）

は現在のところ共用できませんので、システム Iから入力されたジョプをシステム 1Iで取り出す、

あるいはこの逆というようなことはできません。また、この機能の採用によりシステム 1Iの利用

者パーマネントファイルは、 ll月 29日（土）のサービス終了後全

ントファイルが必要な方は 29日迄に磁気テープに退避し、 12月1日以

いたします。パーマネ

処理を行っ

てください。システム I • ITで同じファイル名を使用されている方は、復元処理時特に注意して

くださし沿

（業務掛）

lこの機能は都合により 4月に延期になりました。l 
2。システム Iのオペレーティングシステムの改訂について

12月1日より、システム IのオペレーティングシステムがシステムI[のオペレーティングシ

ステムR7.1と同じものに改訂されます。この改訂にともないシステム I。I[ともジョプ区分Rジ

ョブカードの様式等が 12月1日より変更になります。 12月1日以降、計算依頼される方は十

してください。

(1) ジョプカードの様式変更について（システム I • JI) 

カラム 1 8
 
JOB 

16 

課題番号＄パスワード，ジョプクラス，（識別名 J'

（実行レポート J'(端末識別名J

今までのジョプカードのオペランドに端末識別名が、識別名のオプションに "RMT"があ

らたに追加されました。
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オペランド課題番号 課題番号を指定する。

フィールドバスワード—―ーパスワードを指定する。

ジョプクラスージョプクラスを指定する。

計算結果の送り先を指定する。

MAIL・ …••郵送。または専各所送り。

RMT・・・・・・・・端末へ出力する。

その他・・・・・・・・センターとめおき CIDカードによるデマンド

出力）。

（実行レポート〕ーアカウンティング情報を出力するか否かを指定する。

C識別名〕

旦・・・・・・出力しなし沿

R・・・・・・出力する。

C端末識別名］ー第 3オペランドの識別名に "RMT"を指定したときのみ意味

をもち、出力すべき端末の論理端末 IDを指定する。

注意事項 DS・中の島DS等のリモートバッチ端局よりジョプを投入される方は特に

識別名のオペランドに変更がありますので注意してください。

識別名に"MAIL"を指定されますとセンターのプリンターに強制出力されま

すCi)で、端局へ結果を出力したい場合は必らず 11RMT11を指定し、端末識別名の

オペランドに出力先の論理端末 IDを指定してください。

使用例

／
 
JOB 6000820001$HANDAI, E,, R 

課題番号 6000820001、パスワードBANDAI、ジョプクラスE、

計算結果はセンターとめおき（デマンド出力）、実行レポートを出力する。

／
 
J O B 6 o O O 8 2 0 0 0 1 $ HAND A I , C, RM T, , AB 

課題番号 6000820001、パスワードHANDAI、ジョプクラスC、

計算結果はジョプ投入場所にかかわらず論理端末識別名ABの端局に出力さ

れる。実行レポートは出力しない。
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日1「輝輯り鼠紐h
(2) ジョプ区分の制限値の変更について（システム I . IT) 

下線部が変更になった数値です。

ジョプ CPU時間 メモリーサイズ 作 用

種 別 出力記録数

クラス （時 間） Rモード Vモード ファイル容量

E 
1 / 1 0 0 

120KW 250KW 1500 3000L INK 
(3 6秒）

A 
10/100 

180KW 1000 KW  3000 3000LINK 
（ 6分）

標 準
2 5 /1 0 0 

B 
(1 5分）

240KW 4000 KW  6000 3000 LINK 

C 
200/100 

240KW 16000 KW  18000 3000LINK 
(2時間）

磁気テープ D 
2 5 /1 0 0 

240KW 4000KW 6000 3000 LINK 
(1 5分）

ドラフター F 
100/100 

240KW 三 18000 3000L INK 
C 1時間）

25/100 注4

三3 次元 G 
(1 5分） 240KW 

6000 3000 LINK 

ディジタル 25/100 注4)<E プロッター
H 

(1 5分） 2 4 O KW  
60 0 0 3000L INK 

T s s 100/10炉
1 1 2KW 三"""" 

C 1時間）

注 1) メモリーサイズの制限値は、 Rモードの時$LIMITSカードの第2'第 3パラメ

ータの絶対値の和を示す。 Vモードの時 $RESOURCカードのVSPACEパラメ

ータの値を示す。

注 2) 出力記録数の制限値は、カード出力枚数とラインプリンター出カレコード数、リモー

ト出カレコード数の合計。

注 3) 磁気テープは、システム Iは1600/800BP I、システム1Iは6250/1600BPIが

使用できます。

注 4) 3次元、ディジタル。プロッターはシステム 1Iでは使用できません。

注 5) ドラフター、 3次元、ディジタルプロッター、 TSSはVモードでは使用できません。

注 6) TS SのCPU時間は、 RUNコマンド 1回使用時の制限時間。
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(3) バッチジョプ課金情報の表示変更について

従来、課金情報は実行レポート上にアクティビティ単位で表示しておりましたが、今回より

出カリストの襄表紙にジョプ単位で表示いたします。

① 
•****(rn/11/05 13:09:·~~USED 
＊ 

＊④ JO'< INPUT-ID CRA ⑥ INPUT CARD 
＊ 

＊⑥ JOfl JUTPUT-IO PR1ROUTPUT CARD 
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M,

＂s
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_．^
＂^`
たいい
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N

 

c

£

C

S
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⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

 

*

＊

＊

*

＊

＊

＊

＊

＊

 

¥~36>1 

⑧ f'RINT PAGE 

⑨ 3D H/•RD CPY 
OO:On:1?.06 
(10:0,.J: ,2.93 
0{1:(l.l:20.48 

i< 0 / 1 1 / .l S 1,: 0 9: 3 7 
80/11/:lS H:10:10 

1t, ⑮ OAS IC ¥5 () 
⑮ CPU ¥11 

゜⑰ OUTPUT-CARD ¥0 

32 ⑮ ()LJTPUT-RE:CORD ¥25 
⑲ rR I'、IT ¥96 

゜
⑳ 3D-HARD COPY ギ〇
@ ORAfTER rn 
⑫ )(1-PLOTTER 半〇

⑬ 1 OTAL ¥1~2 

R ③ 

) ***************(R7,1 R)***** 
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

*****•*•(g え g8J',000is2ii110)•••*••************••••*•'******** 0べA;--f, U'J! V , * * * * 
⑭ ⑮ 

① ジョプ入力日時及びその時点の利用累積負担額（再計算分を含むので目安である）。

② システムリビジョン番号 ⑭ ジョプ処理終了日時

⑧ 利用モード ⑮ ジョプ基本負担額

④ ジョプ入力装置番号 ⑮ 演算負担額

⑤ ジョプ出力装置番号 ⑰ 出カカード負担額

⑥ 入カカード枚数 ⑱ 出カレコード負担額

⑦ 出カカード枚数 ⑲ 出力用紙負担額

⑧ 出力用紙枚数 ⑳ 三次元ハードコビー用紙負担額

⑨ 三次元ハードコビー枚数 ＠ ドラフター使用負担額

⑩ CPU使用時間 ⑫ ディジタルプロッター使用負担額

⑪ USE時間 ⑬ 合計負担額

⑫ 入出カチャネル使用時間 ⑳ SNUMB番号

⑬ ジョプ処理開始日時 ⑮ 課題番号

（システム管理掛）
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3。図形ライプラリーの機能追加について

〔概要〕

当センターの図形処理は多様化の一途にあります、その為に、個々の図形処理装置の利用におい

ても装置の種類によってプログラムの使い分けが必要であります。このたび、 XYプロッターのプ

ログラムをドラフター装置に出力する、ライプラリーを開発いたしました、これにより、下記の特

長が上げられます。

① これにより見かけ上は、 XYプロッターとドラフターのプログラムは統一されます。

② XYプロッター装置の精度は 0.1Cmm〕で、 ドラフター装置の精度は0.02Cmm〕であり

ますので出来上がりの作図精度は良くなります。

③ ドラフター装置のプログラムは従来通り使用できますが、今後図形処理のプログラムを作成さ

れる方は、 XYプロッターの利用の手引を参照して作成してください。

④ $VIEWコマンドは従来通り使用できます。

Cジョプ構成例〕

1カラム 8カラム 16カラム

① $ JOB 課題番号＄パスワード， F

② ＄ LIBRARY DX 

③ ＄ FORTRAN BIN 

④ CALL DAPSTR(-1,NNN) 

CALL XYOPEN(99) 

CALL P LOTS (11 NAME $ 11 , 1 , 2 1) 

＼
 

CALL PLOTE 

CALL XYCLOS 

XYプロッター

のプログラム
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⑤
 

CALL DAPEND 

STOP 

END 

⑥ $ GO BIN 

⑦ $ CPROC XDAP 

⑧ $ L I M I T S t t , mm  k , -2 k , p p p 

＼データ

$ ENDJOB 

***EOF 

（ジョプ制御言語の説明〕

① JOBカードの第 1バラメータに課題番号とパスワードを＄で区切り指定し、第2パラメータ

にジョプクラスFを指定する。

② ライプラリーのファイルコードとしてDXを指定する。

⑧ ライプラリーは 2進モードで作成されているので、 FORTRANコンパイラーのオプション

としてBINを指定する。

④ 製図の開始を指示、パラメーターNNNはシーケンスナンバーを指定する（整数 3桁）。

⑤ 製図の終了を指示する。

⑥ BINのオプションを指定する。

⑦ 作図データを専用ファイルに出力するために必ず指定する。

⑧ 実行に必要なCPU時間、メモリサイズ、出力行数等を指定する。

〔注意〕

上記のジョプ構成で処理しますと、翌日、 ドラフターの作図イメージが磁気テープに出力され

ます、 ドラフター装置はオフラインシステムとして運用していますので、利用者自身で作図イメ

ージ磁気テープを同装置にセットし作図を行います。利用に際しては利用者受付に備えてある

「図形処理予約簿」に利用時間帯を確保したのち図形処理装置室にてドラフター装置を利用して

ください。なお、操作法は自動製図装置の利用の手引を参照してください。また、利用者自身の

磁気テープに作図イメージを出力し作図することもできます。この場合、センター職員に相談し

てください。

（システム管理掛）
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4・大型計算機利用に伴う利用者旅費の申請について

利用者旅費を希望する場合は、センター所定の申請書を提出して承認を得る必要があります。

（ただし、科学研究費による利用及び大学院生は旅費支給の対象にはなりません。）

本年度中（昭和 56年3月31日まで）に当センターヘ出張利用する予定のある利用者は、下

記の要領で手続きを行ってください。

なお、出張利用の申請が多い場合は調整を行いますので、あらかじめ御了承願います。

記

1 . 遠隔地利用者（京阪神以外の者）の場合

「旅費支給の申請書」に必要事項を記入して所属連絡所へ提出してください。

連絡所で受け付けた後、各地区協議会（第 6地区の場合は直接）を通じて、当センターに送

付されます。

この申請書は、出発希望日の2週間前までに当センター必着となっていますが、調整の必要

がありますので、次表の締切日までに到着するよう申請してください。

利 用 月 旅費申請の締切日（センター到着日）

昭和56年1月中に出張利用する予定者 昭和 55年12月20日

” 2月中 ” 昭和56年 1月20日

“ 3月中 ” 昭和 56年 2月20日

（注） 各月の 1日-5日までに利用する場合は、出発希望日の2週間前でに当

センターに必着のこと。

2. 第5 • 第6地区て京阪神地区の利用者（注参照）

日帰り旅行申請書で出発希望日の3日前までに、当センター共同利用掛へ直接送付してくだ

さtヽ。

日帰りの出張回数は 1人当り月 5回以内です。

なお、事前に所属長の許可を得ておいてください。

（注） 京阪神地区の利用者（日帰り旅行適用者）は次の連絡所に所属する者とする。

（第 6地区） 大阪府下の全連絡所

奈良県下の ，＇ 

兵庫県下（姫路工業大学を除く）の全連絡所

和歌山県下（和歌山高専を除く）の ，＇ 
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（第5地区） 京都府下（舞鶴高専を除く）の全連絡所

滋賀県下（滋賀大学（彦根市）、滋賀県立短大を除く）の全連絡所

3 出張利用の承認

センターで承認すると利用者へ直接連絡いたします。

なお、出張時には、必ず印鑑を持参し利用者受付へ申し出てください。

4. 旅費の支給

旅費支給は、後日送金（銀行振込）となります。

（共同利用掛）

5・センター・ライプラリー利用の手引 (1980年3月発行）の訂正について

上記手引のLMINFの項に誤まりがありましたので下記のように訂正いたします。

訂正箇所 35ページ下から 10行目 -4行目

誤 で微係数がゼロになる点の新しい近似とし、ここで関数fを計算する。 yが区

間（釦， y2)にあるとき、

J>h ならば区間Cy, yo) , f~f 2 ならば区間 (Y1, Y2)、

を新しい区間とする。この操作を繰返し行う。

内挿は次の 2つの条件のいずれかが満足されれば打切られる。

内挿による変位の大きさ~EPS/100

内挿の繰返し回数~10

正 で微係数がゼロになる点の新しい近似とし、ここで関数値fを計算する。

f~h ならば区間Cy, Yo)を新しい区間として、内挿を繰返は了う。

ただし内挿は次の2つの条件のいずれかが満足されれば打切られる CIER=-2). 

内挿による変位の大きさ~EP S/100 

内挿の繰返し回数~10

J<h ならば計算を打切り、 yを探索によって求められた点として戻る

(IER=O)。ただし、 yとfは出力として得られるので、引続きLMINF

を引用することもできる。

（研究開発部）
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6. データベース・サ- 'ス状況のお知らせについて

当センターでは過去数年間、利用者のデータベース開発及び整備に努力してきました。

現在、整備されているデータベースについて利用者へのサービスが可能になっているものは下

記のとおりです。

記

利用可能なデータベース

データベース名 格納・サービス情報の内容
データペース

利用形態 利用説明書 問い合せ先
の最

たんばく質データペ
阪大蛋白質研究所

PROTEIN-DB たんばく質結晶構造データ (38MB) TSS, バッチ
ース仕様書

結晶解析センター

06-877-9119 

大阪市立大学理学部

GEODAS 地質および地震データ (3MB) TSS, バッチ 情報地質 地学教室、弘海原消

06-692-1231 

フォートラン・デバッグ センター・ニュース
大阪大学大型計算機

CONSUL TANT (1.1MB) TSS センター研究開発部
その他プログラム相談 N'.l36. 38 

（内） 2833 

利用可能なデータベース管理システム

システム名 提 供 者 システム名 提 供 者

COOD 東北大学大型計算機センター ADBS 日本電気

INQ 日本 気 IRS /TSS-6 日本電気

IDS 日本 気

については下記の担当者まで問い合せてください。

研究開発部 磯本征雄

（内） 2 8 3 3 

システム管理掛 比良井一裕

（内） 2 8 3 5 

（研究開発部）
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7. データベース管理システムGOODのサーピス開始について

当センターでは、昭和55年 10月よりデータベース管理システムCOOD(東北大学大型計

算機センター提供）の利用者サーピスを開始いたしました。 TSS端末より容易にデータベース

を構築できることを特色としたデータベース管理システムですので、データベース開発計画をお

持ちの利用者は、御活用ください。

なお、利用説明書は当センター利用者受付に備えてありますので、申し出てください。

（研究開発部）

3 第2回全国共同利用大型計算機センター研究開発連合発表講演会の開催に

ついて

昨年 11月、名古屋大学大型計算機センターにおいて開催されました第 1回講演会に引き続き、

第2回講演会を下記のとおり開催されました。

1. 日 時

記

昭和 55年 11月 28日（金）

昭和55年 11月29日（土）

9 : 20 - 1 7 : 00 

, : 30 - 12 : 00 

場9i 
所 東京大学地震研究所。第 1会議室 (5階）

3. プログラム

第 1日目午前 (9:20-12: 00) 

(1) あいさつ

(2) 「簡易型多重端末制御装置MICLEX」

東北大学大型計算機センター 岡部公起

(3) 「プログラム相談支援0)ためのシステム開発」

大阪大学大型計罪機センター 藤 Jj: 博

＊＊＊＊ 休 憩 ＊＊＊＊ 

(4) 「漢字処理に関する研究開発」

京都大学大型計算機センター 星野 聰

(5) 「プレビューシステムについて」

名古屋大学大型計算機センター 細川 雪文

午後 (13:00-11:00)

(6) 「文献データベースにおける索引語の選択と判定」

九州大学大型計算機センター 松尾文碩
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「速報」及び「お知らせ」の集録I
(7) 「ORIONによるデータベース建設の支援ルーツ

とデータ蓄積」

北海道大学大型計算機センター

(8) 「METADEXの検索サービスとその運用管理」

東北大学大型計算機センター

(9) 「データベースにおけるMSS利用に関する実験と

考察」

京都大学大型計算機センター

＊＊＊＊休憩＊＊＊＊

閥 「ライプラリプログラム管理について」

北海道大学大型計算機センター

⑪ 「センター業務管理のオンライン化」

北海道大学大型計算機センター

Q2) 「センター事務の機械化について」

東京大学大型計算機センター

第 2日目 (9:30-12:00) 

(1) 「東京大学大型計算機センター超大型 (HITAC-

M200H/V0S 3)システム構成上の考え方」

東京大学大型計算機センター

(2) 「TOOL-IRon OR ION: 異なる情報検索

システム間のコマンド自動変換によるシステム移行」

東京大学大型計算機センター

(3) 「オンラインシステムの移行について」

東京大学大型計算機センター

大阪大学大型計算機センターニュース -24-

持田明野

小畑征二郎

堀池博己

大島雅明

相良 仙

中村茂樹

石田晴久

山本毅雄

丹下藤夫

（共同利用掛）
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9. 利用者講習会の開催について

(1) 磁気テープ利用方法

0 日時等

夕 イ 卜 ）レ 月 日

12月5日

磁気テープ利用方法

（金）

1 o. 利用者説明会の開催について

(1) 仮想記憶に関する説明会

0 日時等

月 日 時 間

1 0 : 0 0 

,.. 国冒~-I~鰤螂璽麟~

時 間 内 容

O磁気テープの記録方法

0 レコード・プロックファイル

13 : 30 の概念

O磁気テープのコード変換ツー

( ルUTL2
oFORTRANプログラムに

16 : 30 おける磁気テープの入出力

oVTRによる磁気テープ装置

操作説明

内 六合

l O仮想記憶について

1 1 : 0 0 

1 2月10日 1 1 : 0 0 

l O仮想記憶用FORTRANについて

（水） 1 2 : 3 0 

1 4 : 0 0 

l 0 ジョプ制御言語について

1 6 : 0 0 

大阪大学大型計算機センターニュース -25- No. 40 1981-2 



~ 呻枷四戴匿虹畔躙-

FORTRAN(V)の使用上の注意

速報ふ75で既にお知らせしましたように11月頃にVモード用FORTRANコンパ

イラをV004から新コンパイラにバージョンアップする予定でしたが、テストの結果新

たにいくつかの制限事項が判明しましたので延期せざるをえなくなりました。したがって

当分V004を使用しますので速報I¥¥:).7 5 0) 4.2. 4節の大配列に対する制限事項および4.2.

5節の制限事項収1),(3)は依然として残りますのでご注意下さい。なおOPTZオプショ

ンはまだ使える状態にありませんので、引き続きOPTZオプションの使用を禁止します。

SMS(Shared Mass Store)機能の延期について

速報No.7 7でお知らせしましたSMS機能は、ソフトウェアの開発が間に合わないため、

SMS機能は 4月以後に延期になりました。

このため、システム Iとシステム1Iは独立したシステムとしてサービスします。

＜速報No.78 (55. 12. 15)より＞

1. 年末年始の業務について……省略

2. 科学研究費による利用期限について

昭和55年度分科学研究費による計算機の利用期限は、昭和56年2月14日(±)までです。

利用期限が過ぎますと課題番号は、抹消され、これに伴いファイルも消去されますので御留意願

います。

なお、科学研究昔利用分については、校費による振替支払いはできませんので、予算額の管理

方御配慮願います。また、科学研究費による計算機の利用期限は 2月14日までとなっています

が、所属部局等によっては科学研究費の締め切りが早い場合もありますので、支払責任者及び経

理貴任者と打ち合せのうえ、計算機の利用計画等をお立てください。 （共同利用掛）
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~1冒””甜亨暉國□
3. 出力編集サブシステムについて

1 2月 1日よりシステム Iのオペレーティング・システムがR7.1に改訂されましたが、それ

に合わせて出力編集サブシステムについても、頁単位での検索等機能の強化をはかりつつ改造し

ておりましたが、 12月 1日には間に合わすことができませんでした。当分の間、出力編集サプ

システムは使用できません。利用者の方には御不便をおかけいたしますが御了承願います。

（システム管理掛）

4. アプリケーションTSS用予測／計量経済システム (FORES/TSS-6)について

TSS用の予測／計量経済システム (FORES)の使用が可能になりました。使用するコマ

ンドは次のとおりです。

SYSTEM? FORT 

OLD OR NEW一区巴竺

*RUN FORESTSS-6/FORES, R 

*** FORES/TSS-6(V2.00) IS STARTED…… 

詳細な使用法については、日本電気発行マニュアル「タイムシェアリング用予測／計量経済シ

ステム説明書」 CFXC 12-2)を参照してください。

なお、使用する上で不明点等があれば下記担当者まで問い合せてください。

システム管理掛 森畑豊 （内） 2 8 1 0 

（システム管理掛）

5・ドラフタージョプのジョプ制御文の変更について

従来、 ドラフタージョプは、 ドラフター専用ファイルを、その実行の間、アクセスし続けるた

め、他のジョプに比べてターンアラウンド時間が長くかかっていました。

今回、その専用ファイルをアクセスしている時間を短縮し、ウェイト状態である時間を、最小限

にとどめる事が、可能になりました。そのため、ジョプ制御文が、下記のように、変更になりま

すのでご了承下さい。また、磁気テープに直接、作図イメージを出力するジョプについては、変

更ありませんので、今までのジョプ制御文でご利用下さい。
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曰 I叡祖五寧四麟釦』
新しいジョプ構成

カラム 1) 8) 16) 

＄ JOB 課題番号＄パスワード， F

＄ LIBRARY 

｛口
＄ FORTRAN 

□} BIN 
CALL DAPSTR(-1, 123) 

CALL DTEST(40) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・①

＼ 
CALL DAPEND 

＄ GO 
{HEX} 

＼ 

BIN 

データ

＄ CPROC DRFT,, {~} ・・・・・・・・・・②

BIN 

＄ LIMIT n n, n n n k, -n k, n n n n 

＄ ENDJOB 

***EOF 

①、②・・・・DTESTの引数¥¥40 IIは、 ドラフター専用ファイルを示す、ファイルコードで

すから、同じファイルコードを、ユーザプログラム側で、使用しないで下さい。ま

た、この引数を、 40以外の任意のファイルコードに置き換えて、 CPROC文の

代りに、ファイル定義文 (PRMFL文）を置いてやれば、ユーザファイルに、作

図イメージを格納することが、出来ます。このファイルを使用して、 TSSのグラ

フィック端末に、図形を出力することもできます。詳細については、センター・ニ

ュースふ37 " ドラフターのプレビューコマンドについて＂を御参照ください。

なお、不明点があれば、下記担当者まで問い合わせてください。

システム管理掛 吉崎

（内） 2810 
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（注意事項〕

ジョプ制御文において、下線のひいてあるオプションは、省略時に、とられる、オプション。

（システム管理掛）

6. カードロッカーの更新及び、整理について

カードロッカーの第 3期C1 o月-1 2月）使用期間が 12月26日（金）で切れます。

第4期C1月-3月）の受け付けは 12月15日（月）より行いますので、希望者は 1階利用者

受付で手続きしてください。（学外利用者の更新手続きについては電話でも受け付けます。）

できるだけ多くの人に使って頂くため、ロッカーの利用は 1人につき 1個に限ります。なお、

期限切れとなっているもの及び使用者名簿に更新手続きを行っていても使用票（黄色）を変更し

ていないものは、カードをロッカーの外に出し期限終了後 2週間を経過したときには廃棄します。

また、最近カードの紛失が多くみられますので、カードは指定された場所以外（ロッカーの上、

床等）に放置しないよう御注意願います。カードの紛失等についてはセンターで責任を負いませ

んので御了承願います。

（共同利用掛）

7. 大型計算機利用に伴う利用者旅費の申請について（再掲載）……省略

お 詫 び

12月1日よりシステム Iのオペレーティング・システムがR7・lに改訂されまし

たが、改訂後システム・ダウンが多発し、利用者の方に御迷惑をかけましたことを深く

お詫びいたします。

これまでの調査で通信処理装置の負荷が非常に高くなった時に通信処理制御プログラ

ムにロジック・ミスがあり、オンラインあるいはシステム・ダウンにいたったものであり

ます。今後はこのようなことがないように運用には十分注意を払っていく所存ですので

御了承ください。

C 
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お 知 ら せ

1. サービス時間の延長について

入出力棟におけるサービス時間及びセンター外からのオンラインサービス時間を下記のとおり

延長しますので御利用願います。

なお、土曜日については従来どおり 12時までとします。

記

12月11日（金）

1月 5日（月）

1月 12日（月）

22 : 00 まで

19 :o 0 まで

｛ 
入出力棟 2 2: 0 0 まで

ォンラインサービス 24:00 まで

3月のサービス時間については、おってお知らせします。

12月24日（水）

1月 9日（金）

2月27日（金）

2. SMS (Shared Mass Store)機能の運用延期について

速報昴 77でお知らせしましたSMSの運用は都合により昭和56年 4月に延期しますので、

システム Iとシステムnのファイル共有化は昭和56年4月になります。

なお、 12月22日（月）からシステムnの運用について下記のとおり取り扱いますので御注意

願います。

記

ファイルの取り扱い 1課題あたり 50リンクとし課金は免除します。

(11月中に使用されたファイルはそのまま残っていますので御注

意ください。）
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センターだより

カードロッカーの整理及び新年度の予約について

年度切替に伴い学内用カードロッカーを整理いたしますので学内用カードロッカーの利用者は、

3月20日（金）までに御手数でもカード等をお持ち帰り願います。

なお、期限を過ぎた場合は不要なものとみなし廃巣処分いたしますので十分御留意下さい。

56年度の第 1期 (4月-6月）の受け付けは4月1日（水）より行いますので、希望者は利用

者受付で手続きしてください。（学外利用者の更新手続きについては電話でも受け付けます。）

できるだけ多くの人に使って頂くため、ロッカーの利用は 1人につき 1個に限ります。

また、カードは指定された場所以外（ロッカーの上、床等）に放置しないよう御注意願います。

カードの紛失等についてはセンターで責任を負いませんので御了承願います。

,~ 3/ , 20 3/ 31 4/ 1 

／ 
／ ヽ

/ 

I ¥ 
＼ 学内用ロッカー ,- J 

整理期間利用期間

（この期間は利用できません） 受け付け及び利用期間

¥ / 
／ 

学外用ロッカー
利用期間

I ¥ 

受け付け及び利用期間

万が一、ロッカーに余裕がなくなれば学外及び吹田キャンパス外の利用者から優先許可すること

がありますので御了承願います。

（共同利用掛）
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センターだより

プログラム交換のページ

もし、皆様がプログラムを「譲りたい」「求めたい」と思われたら、次の投稿記入項目の必要個）

所を記入し、本センター共同利用掛へ送付して下さい。

できる限り、最新のセンター・ニュースに掲載します。

このページをプログラム公開と譲リ受けの場として気軽に御利用下さい。

※ 1. 要望

プログラム交換のページの投稿記入項目

※印の付いた項目は必ず記入して下さい。

〔譲ります〕か〔求めます〕かいずれかを記入。

※2. プログラム名

内容を示す名前（例えば連立一次方程式数値解法）と引用する時の名前（例えばSLINEQ)

を記入。

※3. プログラムの内容又は解法

アルゴリズムの特徴について説明すること。例えばプログラム作成上で特にエ夫された点があ

れば、それらを記入する。

※4. 利用者の義務

このプログラムを利用した仕事の公表に際して、その旨明記する必要があるのか否かについて

記入(≪ 譲ります”の場合のみ）

※5. プログラム作成者名、連絡先及び連絡方法

6. 現在このプログラムが利用されている、あるいはやがて利用されるであろう分野

例えば物理学・物性論、化学・高分子結晶解析など。

7. プログラム使用上の制限事項

データ入出力における周辺機器やオペレーション上の制約や情報を記入。あるいは、例えば最

大 100次元の連立一次方程式までしか解けませんなどのア）レゴリズム上の制限なども記入する。

8. 使用されたプログラミング言語

FORTRAN, COBOL, ALGOL, PL/1など。

9. プログラム・ステップ数

例えば、ソース・カード・イメージでの枚数など。

10. プログラム実行時に必要な最大メモリー・サイズ

1 l. 代表的例題に対する計算所要時間
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12. プログラムの形式

コンプリート・プログラム、サプルーチン副プログラム、関数副プログラムなど。

1 3. プログラムの開発された計算機

機種名及びOSについて記入。

14. 利用可能状況

ソース・リスト、ソース・カード、マニュアル、計算例などのプログラム利用に関する情報の

整備状況について記入する。

15. 関連又は補助プログラム

16. 参考文献

備考 1. 詳細な書式については適宜の方法で結構です。

2. X印以外の項目については不明又は不要と思われる場合は省略してもかまいません。

3. このページは利用者間のプログラム開発に関する情報交換のためのものです。したがっ

て、プログラムの交換についての具体的世話は大型計算機センターでは一切いたしません。

センター。ニュースの刊行時期について

大阪大学大型計算機センター・ニュースの刊行時期は、原則として2月、 5月、 8月、 1 1月の

予定です。

`
/
m
 

大阪大学大型,lt罪機センターニ Clース -33- No. 40 1981-2 



全国共同利用大型計算機センター

データベース。サービス状況表

センターだより

全国共同利用大型計算機センターでは、各分野の利用者からの要望に応え、また各センターの特

色を生かしつつ、データベース・サービスに尽力しております。

本表は、昭和55年度末現在、全国大型計算機センターでサービス中のデータベースの一覧を示

すものです。

今後、コンピュータ・ネットワークの実施計画も進んでおりますので、利用者各位のデータペー

ス利用のために本表を活用してください。
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引
き
）

佐
々
木
慎
ー
教
授

I
 

0
5
3
2
-
4
7
-
0
1
4
0
 

K
I
P
E
R
 
電
気
化
学
デ
ー
タ
（
電
極
反
応
速
度
論
的
パ
ラ
メ
2
,
0
0
0
デ
ー
タ
T
S
S
(
R
D
B
)
 
準
備
中

東
北
大
学
理
学
部

ー
タ
）

化
学
部

田
中
研
究
室

02
 2
2
-
2
2
-
1
8
0
0
 

（
内
線
3
3
4
9
)

M
A
B
 

U
N
E
S
C
O
の
M
A
B
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
1
,
5
0
0
デ
ー
タ
T
S
S
(
R
D
B
)
 
準
備
中

東
北
大
学
理
学
部

ク
ト
に
関
す
る
情
報

化
学
科

田
中
研
究
室

I
 

0
2
2
2
-
2
2
-
1
8
0
0
 

（
内
線
3
3
4
9
)

1 9 8 1ー 2

＊  
カ
ッ
コ
内
は
呼
び
出
し
コ
マ
ン
ド
名
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4
0
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サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
名

格
納
・
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
内
容

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
形
態
利
用
説
明
書
問
い
合
せ
先

施
設

（
週
及
検
索
可
能
な
期
間
）

の
鼠

東
北
大
学
M
E
T
A
D
E
X
 
金
属
関
係
の
文
献

約
3
万
文
献
／
年
T
S
S
 (
U
N
I
Q
)
 
U
N
I
Q
-
1
の
利
用
法
東
北
大
学
大
型
計
算
機

大
型
計
算
機

書
誌
亨
1!"
1
9
7
4
年
分
以
降
I

S
E
N
A
C
 V
o
l
・
1
2
.
 
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
室

セ
ン
タ
ー

キ
ー
ワ
ー
ド
約
1
9
万
件

No
. 
1
 
第
3
部

0
2
2
2
-
2
1
-
3
3
8
0
 

東
北
大
学
金
属
材
料
研

究
所 0
2
 2
2
-
2
9
-
6
2
0
0
 

（
内
線
2
4
53
) 

東
京
大
学
C
A
 

化
学
全
般
書
誌
事
項
1
9
7
6
年
分
以
降
4
0
万
件
／
年
バ
ッ
チ
，
T
S
S
"
T
O
O
L
-
I
R
利
用
者
山
本
助
教
授
室

大
型
計
算
機
C
o
n
d
e
n
s
a
t
e
s
 

キ
ー
ワ
ー
ド
1
3
 4
万
件

マ
ニ
ュ
ア
ル
I/
(
上
，
下
）

セ
ン
タ
ー

X
D
C
 

全
件

1.
8
万
件
／
年
バ
ッ
チ
，
T
S
S
II
結
晶
構
造
デ
ー
タ
と
山
本
助
教
授
室

結
晶
構
造
(
1
9
5
3
年
以
降
）

そ
の
検
索
"

数
値
デ
ー
タ

L
¥
J
S
P
E
C
-
l
C
 
計
算
機
・
制
御

3.
2
万
件
／
年
バ
ッ
チ
，
T
S
S
"
T
O
O
L
-
I
R
利
用
者
山
本
助
教
授
室

平
ヨ
ゴ
甲
I白
1
9
7
8
年
分
以
降

I
マ
ニ
ュ
ア
ル
/
/
(
上
，
下
）

~
 コ
W
U
'
C
/
 

キ
ー
ワ
ー
ド
4
万
3
干
件

要
旨

C
O
M
P
 E
N
D
 E
X
 工
学
全
般

中
全
七
宙
1、
占
最
近
1
ヶ
月
分
8.
5
万
件
／
年
バ
ッ
チ
，
T
S
S
1
1
T
O
O
L
-
I
R
利
用
者
情
報
図
書
館
学
研
究
セ

と
コ
-

ク

キ
ー
ワ
ー
ド
約
7
,
0
0
0
件

マ
ニ
ュ
ア
ル
/
/
(
 
下
）
ン
タ
ー

要
旨

C
A
 E
c
o
l
o
g
y
 
生
態
学
・
環
境

5
万
件
／
年
バ
ッ
チ
，
T
S
S
"
T
O
O
L
-
I
R
利
用
者
情
報
図
薔
館
学
研
究
セ

a
n
d
 
E
n
v
i
r
o
n
-

最
近
1
ヶ
月
分

マ
ニ
ュ
ア
）
レ
”
（
上
，
下
）
ン
タ
ー

m
e
n
t
 

キ
ー
ワ
ー
ド
約
4
,
0
0
0
件

：
 

化
合
物
索
引

I
 

主
題
索
引

ラ
イ
プ
ラ
リ
・
プ
ロ
大
型
計
算
機
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
全
件

6
2
0
件
／
年
バ
ッ
チ
，
T
S
S
七
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ラ
イ
プ

グ
ラ
ム

セ
ン
タ
ー
の
説
明

ラ
リ

ラ
イ
プ
ラ
リ
種
別
等

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
リ
ス
ト
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サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
名

格
納
・
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
内
容

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
形
態
利
用
説
明
書
問
い
合
せ
先

施
設

（
週
及
検
索
可
能
な
期
間
）

の
羅

東
京
人
学
図
書

総
合
図
書
館
簡
略
書
誌
事
項
全
件

5
1
,
 
5
2
年
度
分
バ
ッ
チ
，
T
S
S
 
な
し

情
報
図
書
館
学
研
究
セ

大
型
計
算
機

受
入
洋
書

9
,
3
0
0
件

ン
タ
ー

セ
ン
タ

'
"
'
 

個
人
用
文
献

利
用
者
側
で
書
誌
事
項

バ
ッ
チ
，
T
S
S
｀
個
人
用
文
献
デ
ー
タ
情
報
図
書
館
学
研
究
セ

検
索
シ
ス
テ
ム

作
成
す
る
文
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
ン
タ
ー

献
集

P
D
B
"
 

名
古
屋
大
学
N
U
M
E
R
I
C
L
 
応
用
力
学
に
関
す
る
数
値
解
析
法
の
文
献

6
,
1
4
8
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
開
発
部

大
型
計
算
機

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
-
1
1
,
 
No
.l
 

セ
ン
タ
ー

.. 
ー
一
—
'
"
 、
一
，
'
"
""
"'
 
ヤヽ
--
-'
'
 
-
->
-

O
P
T
I
M
U
M
 
構
造
工
学
分
野
の
最
適
設
計
法
の
文
献

2
,
6
7
7
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
間
発
部

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
-
1
1
,
 
No
.1
 

"
"
"
 

S
T
A
B
I
L
T
Y
 
座
屈
、
安
定
性
に
関
す
る
文
献
デ
ー
タ

3
,
7
5
1
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
開
発
部

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
・
1
1
,
 N
o.
l 

P
L
A
T
E
 

応
用
力
学
に
お
け
る
板
の
理
論
の
文
献
デ
ー
タ

1
 1
,
0
6
4
件
T
S
 S
,
 
バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
閲
発
部

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
-
1
1
,
 
No
.l
 

E
E
B
A
N
K
 
地
震
工
学
に
関
す
る
文
献
デ
ー
タ

3
,
0
3
5
件
T
S
 S
,
 
バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
I
研
究
開
発
部

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
-
1
1
,
 
No
.l
 

A
J
E
E
B
A
N
K
 
A
b
a
t
r
a
c
t
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 

3,
9 
2
 2
件
T
S
 S
,
 
バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
開
発
部

E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 E
n
g
i
n
e
e
r
 r
n
g
 

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
,
 
1
1
,
 
No
.l
 

N
V
I
B
A
N
K
 
振
動
・
衝
撃
に
関
す
る
文
献

7
,
8
0
2
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
開
発
部

(
1
9
 7
 4
年
以
降
）

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
]
,
 
1
1
,
 
No
.l
 

P
E
M
B
A
N
K
 
有
限
要
索
法
に
関
す
る
文
献

9
,
0
1
5
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
開
発
部

(
1
9
 7
6
年
以
降
）

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
,
 
1
1
,
 
ふ
1

V
I
B
A
N
K
 
L
a
v
a
l
 
大
（
カ
ナ
ダ
）
よ
り
購
入
の
機
械
振
1
 8,
2 
7
 8
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
開
発
部

動
の
文
献
デ
ー
タ

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
,
1
1
,
 ふ
l
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4
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サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
名

格
納
・
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
内
容

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
形
態
利
用
説
明
書
問
い
合
せ
先

施
設

（
週
及
検
索
可
能
な
期
間
）

の

名
古
屋
大
学
大
型
S
V
D
B
A
N
K
 
S
h
o
c
k
 
a
n
d
 
V
i
b
r
a
t
i
o
n
 

6
,
2
8
8
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
研
究
開
発
部

二
引
昇
病
.
.
叉
.
て
ン
タ
ー

D
i
g
e
s
t
 
(
1
9
7
5
-
1
9
7
7
)
 

(
F
A
I
R
S
)
 
V
o
l
-
1
1
,
 
No
.1
 

京
都
大
学
C
S
M
 

細
胞
性
粘
菌
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
情
報

4
0
0
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

大
型
計

C
 1
s
6
9
年
以
降
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
編

セ
ン
タ
ー

広
報
V
o
l
,
13
, 
No
.4
 

D
E
S
Y
 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
関
係
の
プ
レ
プ
リ
ン
ト

5
 7,
8 
6
 6
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

（
反
応
式
、
実
験
結
里
も
含
む
）
(
1
9
7
5
年
以
降
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
編

広
報
Vo
l,
1
2
,
 N
o.
5 

E
R
I
C
 

教
育
学
、
関
連
科
学
の
文
献
情
報

3
 6,
8 
1
 5
件
T
S
S
の
み

利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

(
R
I
 E,
 
C
I
 J
E
か
ら
成
る
）
(
1
9
7
9
年
以
経
）

デ
ー
タ
ペ
ー
ス
検
索
編

広
報
V
o
l
・
1
3
,
No
.6
 

I
N
S
P
E
C
 
物
理
学
、
電
気
・

・
制
御
工
学
の
4
 6
 4,
0 
1
1
 ff
 
T
S
S
の
み

利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

(
A
,
B
,
C
)
 
文
献
状
報

(
1
9
 7
 7
年
以
降
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
編

広
報
V
o
l
.
12
, 
No
.4
 

P
I
C
M
S
 

数
理
科
学
の
国
際
会
議
録
関
係
の
単
行
書
な
ど
の

3
,
0
9
8
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

文
献
情
報

(
1
9
8
0
年
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
編

広
報
Vo
l.
13
, 
No
.5
 

R
I
M
S
 

数
学
関
係
の
論
文
、
レ
ク
チ
ャ
ノ
ー
ト
、
プ
レ
プ
リ
2
 1,
4 
8
 3
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

ン
ト
、
テ
ク
ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト
な
ど

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
編

(
1
9
 6
0
年
以
降
）

広
報
V
o
l
。
1
2,
 
No
.5
 

S
A
O
 

1
6
等
星
以
上
の
星
に
関
す
る
観
測
デ
ー
タ

2
5
8
,
9
9
7
件
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
編

広
報
Vo
l-
1
2
,
 
No
.5
 

X
D
C
B
I
B
 
有
機
化
合
物
の
結
晶
構
造
に
関
す
る
文
献
情
報

2
5
,
6
5
5
件
T
S
S
の
み

利
用
の
手
引

プ
ロ
グ
ラ
ム
相
談
室

デ
ー
タ
ベ
ー

編

広
報
V
o
l
。
1
2
,
No
.6
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サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
名

格
納
・
サ
ー
ピ
ス
情
報
の
内
容

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
形
態
利
用
説
明
書
問
い
合
せ
先

施
設

（
週
及
検
索
可
能
な
期
間
）

の
量

大
阪
大
学
P
R
O
T
E
I
N
-
た
ん
ぱ
く
質
結
晶
構
造
デ
ー
タ

約
1
5
0
件
T
S
 S
,
 
バ
ッ
チ
た
ん
ぱ
く
質
デ
ー
タ
ベ
阪
大
蛋
白
質
研
究
所

大
型
計
算
機
D
B
 

(
3
8
M
B
)
 

ー
ス
仕
様
書

結
晶
解
析
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

0
6
-
8
7
7
-
9
1
1
9
 

G
E
O
D
A
S
 
地
質
お
よ
び
地
裳
デ
ー
タ

(
3
M
B
)
 
T
S
S
,
 バ
ッ
チ
情
報
地
質

大
阪
市
立
大
学
理
学
部

地
学
教
室
、
弘
海
原
清

0
 6
 -
6
 9
 2
 -
1
 2
 3
 1
 

C
O
N
S
U
L
 
フ
ォ
ー
ト
ラ
ン
・
デ
バ
ッ
グ
そ
の
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
(1
.1
 M
B
)
 
T
S
S
 

セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
大
阪
大
学
大
型
計
算
機

T
A
N
T
 

相
談

No.
 
3
 6.
 
3
 8
 

セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部

磯
本
征
雄
（
内
）
2
8
 3
3
 

九
州
大
学
I
N
S
P
E
C
-
A
 
物
理
学
関
係
文
献

1
9
 7
 8
年
以
降
2
 9
 1,
2 
7
 5
件
T
S
S
 

広
報
V
o
l
-
1
 2,
 
No
.4
 
九
州
大
学
大
型
計
算
機

大
型
計
算
機

広
報
V
o
l
-
1
3
,
 
No
.3
 
セ
ン
タ
ー
、
デ
ー
タ
ベ

セ
ン
タ
ー

ー
ス
室
（
内
）
2
5
1
0
 

I
N
S
P
E
C
-
B
 
電
気
・
電
子
工
学
関
係
文
献

2
9
0
,
1
5
0
件
T
S
S
 

広
報
V
o
l
・
1
2
,
No
.4
 
九
州
大
学
大
型
計
算
機

1
9
 7
 5
年
以
降

広
報
V
o
l
。
1
3
,
N
o
.
3
セ
ン
タ
ー
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
室
（
内
）
2
5
1
0
 

I
N
S
P
E
C
-
C
 
計
算
機
•
制
御
工
学
関
係
文
献

2
3
5
,
8
6
2
件
T
S
S
 

広
報
V
o
l
。
1
2
,
N
o
.
4
九
州
大
学
大
型
計
算
機

1
9
7
3
年
以
降

広
報
V
o
l
・
1
3
,
No
.3
 
セ
ン
タ
ー
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
室
（
内
）
2
5
1
0
 

I
N
S
P
E
C
-
J
 
I
N
S
P
E
C
収
録
雑
誌

1
9
8
0
年
版

3
,
4
4
6
件
T
S
S
 

セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
九
州
大
学
大
型
計
算
機

N
o
.
2
1
9
 

セ
ン
タ
ー
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
室
（
内
）
2
5
1
0
 

N o .  4 0  1 9 8 1 ー 2



文献情報検索システム

コマンド機能比較表

センターだより

全国共同利用大型計算機センターでは、文献情報データベース。サービスに備え、各センターご

とに情報検索システムを保持・管理しております。今後、コンピュータ・ネットワーク実施により、

異なる複数の情報検索システムを利用することも多くなると思われます。利用者各位のこのような

利用状況に備え、本表で各種情報検索システムの機能比較一覧をまとめ、相互の類似や差異を知る

うえでの簡便な手引きとしました。

本表は、主要な のみについて、骨格的部分のみをまとめたものです。 したがって、データ

ベース検索の利用の手引きではありませんので、詳細については次頁の参考文献を御参照下さい。

ちなみに、各センターの情報検索システムは

TOOL-IR 

ORION 

FAIRS 

IRS/TSS-6 

UNIQ-1 

にてサービスされております。

東京大学大型計算機センター

東京大学 ” 
北海道大学 ” 
名古屋大学 ” 
京都大学 ” 
九州大学 ” 
東北大学 ” 
大阪大学 ” 
東北大学 ” 

本表は、全国共同利用大型計罪機センター・データベース研究会のメンバーにより作成されたも

のであることを付記しておきます。

大阪大学大型社紅機センターニュース -40- No. 40 1981-2 
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I
M
A
N
D
 

=．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
． 
¢:
:I
 R
S
/
T
S
S
6
の
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
入
力

U
N
I
Q
-
1
 

S
Y
S
T
E
M
 
?
U
N
I
Q
 
D
A
T
A
B
A
S
E
/
C
O
R
L
I
C
S
 

:゚
}
 G
u
i
d
i
n
g
 m
e
s
s
a
g
e
s
 

M
E
T
H
O
D
 O
F
 R
E
T
R
I
E
V
A
L
 (
O
L
D
 
O
R
 N
E
W
)
 ?
 {
 O
L
D
}
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
--
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-疇
・-
--
--
-
-
-
-
-
-
-
・
-
・
-
-
-
-
-

ー・
--
--
-
・
-
-
-
-
-

O
L
D
 

K
I
N
D
 
O
F
 W
O
R
K
 
？
 
¢
麟
方
式
CI
D,
I
凡
o
r
D
R
)
の
選
択

K
I
N
D
 
O
F
 W
O
R
K
?
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
-
-
-
-
-

-
-
-
~

~
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

E
N
T
E
R
 
C
O
M
M
A
N
D
 

E
N
T
E
R
 
C
O
M 墨
N
D

←
 
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
¢
対
話
型
検
索
コ
マ
ン
ド
の
入
力

-
{
O
F
F
}
 

N
E
W
 

E
N
D
 

キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索

No.
 
4
0
 
19
81ー
2

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
S
E
A
R
C
H
 
S
 
S
E
A
 
S
 K
e
y
w
d
し
K
e
y
w
d
〕
〔
，
。
。
。
〕
[
{
-
A
N
D
,
}
 
K
e
y
w
a
G
 K
e
y
w
d
〕
〔
，゚
。
。
〕
'
'
0
〕

.
N
O
T
.
 

C注
）
，
は
和
集
合
演
算
(
O
R
)
に

相
当
す
る
。

1
/
 S
H
E
-
A
N
D
.
 N
E
,
N
E
O
N
 

S
H
E
.
A
N
D
.
N
E
,
 N
E
O
N
 

＊
 

1
 

H
E
 

＊
 

1
 

N
E
 

＊
 

゜
N
E
O
N
 

＊
 

1
 
1
/
 
い
H
E
II)
 
A
N
D
(
"
 N
E
"
'
I
I
 N
E
O
N
"
)
 E
N
D
 N
O
 S
A
V
E
 

2
/
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
—
←
次
の
サ
プ
コ
マ
ン
ド
入
力



k 茫 K 唸 沖 睦 i ― 注 謬 t 〉ヽ ー 1 1 . 1 ー X

O
R
I
O
N
 
F
I
N
D
 

F
I
N
D
 K

e
y

w
o

.d
~

i~
 『
N
O
T
)
k
e
y
w
o
c
d
。。
・1
F
I
N
D
コ
マ
ン
ド
の
オ
ペ
ラ
ン
ド
の
イ
ン
デ
ク

ス
サ
ー
チ
タ
ー
ム
で
イ
ン
デ
ク
ス
プ
リ
フ
ィ
ク
ス

l
 

な
し
に
相
当
す
る
。

1
/
F
I
N
D
 
L
I
N
E
A
R
 

;
 /
 
1
 9
 
1
/
 
L
 1
 N
E
A
R
 1
 

F
A
I
R
S
 
S
E
A
R
C
H
I
 S
E
A
 
S
E
A
 K
E
Y
 H
A
S
 
k
e
y
w
d
 

l -

ド
ン
マ

R コ
ゃ

‘ - E フ

。 T サ

u の＇ 
，  

次p  

d M

 W
O

D
~
 

y
C

N
~
 

e u "  so
~
 

k  

ー し | j A F ~

．  5 .  D T H  

．  Y
2
~
 

N R o  
E

~
 

A O N  
k ー ~

7 fー 4 ー ー し 、

゜ ~A
O

~
 

E ー ~

．  ．  s s  

> R >  

S F S  

R + R  

/ 、

I
R
S
/
T
S
S
6
 
I
 
S
E
A
R
C
H
!
 S
E
A
 

ー 4 7 ー

l -A 式T  
A 索
D 検
の

R O 次

E  

．  s  ．  A  L
~
 

D  
N "  A

~
 

．  E  
z  

d D

 

．  

w Z

 

．  ．  ．  

A  y  
e  
k "

 
E "  ー ト ー H ~

D = ＝  

O R A N E A - o o  

/ • v

、

S o o
_ - # ＃  

/ l

 

d  

R W  

E y  e  
k  T  

＝  z  

E E A - 0 1  

* S O  

= ＃  

＊  
＊  

c
o
虹
N
D

'"
 J
 

U
N
I
Q
-
1
 

N o .  4 0  1 9 8 1 ー 2

O
L
D
 

I
R
 
I
D
 
D
R
 

M
E
T
H
O
D
 
O
F
 R
E
T
R
I
E
V
A
L
(
S
I
M
P
 
O
R
 E
X
P
R
)
?
 …
…
…
…
 

K
I
N
D
 
O
F
 W
O
R
K
?
 …
…
…
…
…
 

K
E
Y
 W
O
R
D
S
 
?
 K
e
y
w
d
。。
。
K
e
y
w
d

I
K
E
Y
 
W
O
R
D
S
 
?
 

I
R
O
N
 
STA

iりg
r~~

:T:
E~]



k 芝 K 唸 k 睦 i f 祖 窓 中 Y ヽ ー I I ド ー X

シ
ス
テ
ム
名
サ
プ
コ
マ
ン
ド
I省
略

S
E
A
R
C
H
 

（
一
次
検
索
）

S
E
 

‘ -`̀  ．． 

N A N D O R D I F  

D  

ニロR S e e  
E K S  

T - n n什 U 、N -
E <  

ロ
入

ヵ
形

式

` ≫ L

 
d o  

w n  

y t  

e e  

k s  ~ — _ 」 、

,
,
.
<
-
-
S
E
 

集
合
番
号
(
S
e
t
n
o
)

＝
旦
四
／

#
1
 
I
 R
O
N
 

=
I
R
O
N
 A
N
D
 
S
T
E
E
L
 

#
2
 
I
R
O
N
 A
N
D
 
S
T
E
E
L
 

..., 
文
献
数 ＼
 
1
4
8
 

5
 

N
E
W
 

- 4 8  |  

パ
ラ
グ
ラ
フ
(
T
a
g
)
指
定
に
よ
る
検
索

No.
 
4
0
 
19
81ー2

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
S
E
A
R
C
H
 
S
 
S
E
A
 
S
 A
。
p
n
a
m
e
〔，
A
p
n
a
m
e
〕
〔，゚
゜゚
〕〔
｛・
。
A
N
D
.
1
A
.
 p
n
a
m
e
し
A
p
n
a
m
e
〕
〔，゚
゜゚
〕

N
O
T
.
 

,
 
o
 o
,
〕

1
 /
 
S
 A
.
 I
 N
O
S
E
 H
0
 A
N
D
.
 N
E
T
W
O
R
K
 

S
 A
.
 I
 N
O
S
E
 H
.
 A
N
D
.
 N
E
T
W
O
R
K
 

＊
 

1
 

A
 
I
N
O
S
E
 
H
 

＊
 

2
0
7
 

N
E
T
W
O
R
K
 

＊
 

2
 
1
/
 
(
A
.
 I
N
O
S
E
 
H
)
 A
N
D
 
(1
1 
N
E
T
W
O
R
K
"
)
 
E
N
D
 N
O
S
A
V
E
 

2
/
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
—
←
次
の
サ
プ
コ
マ
ン
ド
入
力

O
R
I
O
N
 
F
I
N
D
 

F
I
N
D
 
p
r
e
f
i
x
v
a
l
u
e
 

[{1~
 『N
O
T
}
p
r
e
f
i
x
v
a
l
u
e
。。。

2
/
 F
I
N
D
 
S
B
,
F
4
 
l
 

＊
 

1
 5
 
2
/
 S
H
:
F
4
 
S
H
:
 J
H
A
K
E
 

3
/
 

分
類
コ
ー
ド



汁 吏 汁 柿 汁 睦 i ↓ 担 慈 t v ヽ ー I I ド ー X

F
A
I
R
S
 
S
E
A
R
C
H
I
S
E
A
 
S
E
A
 
it
 e
m
n
a
m
e
 
信
s
贔；
『『
lu
e
}
 
[l~ 『
〔
i
t
e
m
n
a
m
e
〕

N
O
T
 

{
 E
Q
 
i
 t
 e
m
v
 a
 1
 u
 e
 

H
A
S
 K
e
y
w
d
 
}
 

"'J 
[
R
S
>
 
S
E
A
 A
B
 H
A
S
 
S
O
F
T
W
A
R
E
 

¥
F
R
S
1
0
0
I
 
6
0
 
F
O
U
N
D
 
J
 
A
B
 :
 
A
B
 s
 t
 r
 a
 c
 t
 

I
 R
S
/
T
S
S
6
 
I
 S
E
A
R
 C
H
 I
 S
E
A
 

ー 4 9 |  

& -
R  

D E  

d z s  
A  
L  
＂ 

ー

二 TLE
T  

n a R  
E  h
T

"
~
 

P N _ - ＝  

a E A 1 2  

r E O O  

s o o  

― - ＃ #  

a g 荘
r *  

a / l

 

p  

ーー

―― 
A 1  

E O  

s o  

_ - ＃  

D
A
T
A
 I
 

U
N
I
Q
-
1
 

O
L
D
 

S
S
E
A
R
C
H
 

（
二
次
検
索
）

N o .  4 0  1 9 8 1 ー 2

ss
 

I  0  z  

- n

 ゜ - t i ' ） 、I 〈
S L Y 二 e d 数

? s w

。S E  

y c  ) -E E  

R T 3 0 ? e c  X pパ — z ― ⑩ [ / t n o

E 〈 R - a a e

S T o - E T T S  } Y s  Z  
I
~
.
 

| し

n E E u s - N I 、 . | j /

g K N L O E - H E N D R I F  

T A O D  s c c y -

S D I - . - 9 - `  d e z A R  

w r A T E T D R l l _ ． J /  

y p s w  z 1 z  C d 数K e E X A G 6 9→ N S R I〗 一F e y u 5

□ 口 □ 三 言 い 正 tno

b - E o a a e

 
- R S N T T S  

- E s 7 | J l l  

um 
r
-
T

-
T

r
|
|

—

L 

- N - E  

g  
a  
T - E < s =

 

l -

？・
ノヽ
．  
．  ．  ．  ．  ．  

X O  
C E  

}
 S
S
E
A
R
C
H
 
S
e
t
n
o
 

（
＃
は
は
ぶ
く
）

で
も
よ
い



）ニ吏k唸k睦i
-
，料蒜tvヽー113，ーX

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

<
—
—
筵

S
E
T
 
N
O
。
(
I
F
C
R
 T
H
E
N
 
E
N
D
)
 ?
 
1
 

=
I
N
/
S
T
E
E
L
 
O
R
 
I
N
/
S
T
A
I
N
L
E
S
S
 ""'
 

#
3
 
I
N
/
S
T
E
E
L
 
O
R
 
I
N
/
S
T
A
I
N
L
E
S
S
 
2
2
 

N
E
W
 

＝
 
0
 
0
 
0
 

A
N
D
 

O
R
 

｛
 
｝
演
算
に
よ
る
質
問
式
を
用
い
た
検
索

|  5 0  |  No.
 
4
0
 
19
81
 
|
2
 

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
S
E
A
R
C
H
 s
 S
E
A
 S
 K
e
y
w
d
 1
 [
,
 K
e
y
w
d
 2
 [
,
 
.
.
.
 J
 
〔
闘
O
T
.
}
K
e
y
w
d
 3
 [
,
 
K
e
y
w
d
 4
 [
,
 
〕
J
〕
J
 

N
D
.
 
K
e
y
w
o
r
d
は
A
.
n
a
m
e
に
変
え
て
も
よ
い

O
R
I
O
N
 
F
I
N
D
 

F
I
N
D
 
{
イ
ノ
デ
ク
ス
サ
ー
チ
タ
ー
ム
）
r
 
{△ 
A
N
D
△
 
N
O
T
△)
 
1イ
ノ
デ
ク
ス
サ
ー
チ
ク
ー
ム
｝

レ
ン
ジ
サ
ー
チ
タ
ー
ム
△
 
A
N
D
△
 

レ
ン
ジ
サ
ー
チ
タ
ー
ム

ス
テ
ム
*
(
A
L
L
)
 
△
 
O
R
△
 

ス
テ
ム
＊
〔
A
L
L
)

• 
• 

• 
検
索
結
果
集
合
番
号

検
索
結
果
集
合
番
号

プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス
リ
ス
ト

ブ
リ
フ
ィ
ク
ス
リ
ス
ト

イ
ン
デ
ク
ス
サ
ー
チ
タ
ー
ム
の
一
般
形
は
［
イ
ン
デ
ク
ス
プ
リ
フ
ィ
ク
ス
デ
リ
ミ
タ
〕
＜
引
用
文
字
列
＞

F
A
I
R
S
 
S
E
A
R
C
H
 
S
E
A
 

!
E
Q
 
d
e
m
v
a
l
u
e
}『
N
D
)
.
 

j
E
Q
 
i
 t
e
m
v
a
 I
 u
e
}
 
l
 

S
E
A
 
1
 t
 e
m
n
a
m
e
 H
A
S
 K
e
y
w
d
 
0
 
NO
R 
T
 
(
1
 t
 e
m
n
 a
m
e
)
H
A
S
 K
e
y
w
d
 
・
 ・,
 ,
 

I
R
S
/
T
S
S
6
 
S
E
A
R
C
H
 
S
E
A
 
***
 
E
N
T
E
R
 
C
O
M
M
A
N
D
 

=
S
E
A
 

｀
 

#
0
 O
 1
-
K
e
y
w
o
r
d
-
1
『『
)
K
e
y
w
o
,
d
-
2
 
［．．， 

>
 0
 
0
 
A
N
D
 
：
積

O
R
 
：
和

A
D
J
 

A
D
J
 
：
 連
続



k 芝 K 吠 J に 定 ― i i ． 笞 惹 t v ーヽ 1 1 ド ， ＇ x

U
N
I
Q
-
1
 

任
る
よ
こ
, J  
算
演
合
集
の

ヽ ／ 号

間
ド

已

一 言 り
切

ヮ

区
字

キ

梢 和 文

で
中 ヒ ． ， ． ， ． ，ム 月
可 ＊ ＋ 〈

の
n ゞ
〇 カ 一? i
現 ―) s
表 一。
S

の 〈 〈 ―° e  

。 r 式 L L。 P の E E -

。 X 晋 i E E -

X e , T T -

E s s -（  

1 * 2 +  

Z 例 〈 例 〈 ―

o s

の S

ー の s s -

s n E n E -

s ° L O L -

E ・ - z ・ - N -

R s I s ー ＿

p s A s A -

X e T r e T -

s  r
 
p p s -E  

x x -

e e  / 、 一

T  
T  

O
L
D
 

|  5 1  |  N o .  4 0  

N
E
W
 

S
E
A
R
C
H
 I
 
S
E
 

S
S
E
A
R
C
H
 I
 
S
S
 

K
E
Y
 W
O
R
D
S
?
 

K
e
y
w
o
r
d
-
1
 

T
A
G
 A
N
D
 

K
e
y
w
o
r
d
-
2
 

゜

K
E
Y
 

K
e
y
w
o
 r
d
-
3
 •
••

 

=
T
a
g
n
u
m
b
e
r
,
 e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
 

＝
プ

連
続
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
積
C
A
N
D
)
集
合
と
す
る
。

E
N
T
E
R
 
C
O
M墨
N
D

<
-
-
S
E
A
R
C
H
 

冒:
~)

]1~ 
『)
ド：
言闘

D
I
F
 

E
N
T
E
R
 
C
O
:
M
t
v
l
A
N
D
 

<
-
-
S
S
E
A
R
C
H
 
S
e
t
n
o
 

冒〗
□：
ご:}J
m:i 

、 > 、

d 数
W 。
y c  e c  K 。 O

5 5 t n  

a a e  

T T S  

, ＜ ‘

 

1 9 8 1ー 2



2
行
以
上
に
わ
た
る
検
索
式
の
取
り
扱
い

k 茫 K 祢 汁 睦 i i f 笞 定 中 v ヽ ー 1 1 ド ー X

ー 5 2 ーNo.
 
4
0
 
19
81ーー2

シ
ス
テ
ム
名
サ
プ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
S
E
A
R
C
H
 
S
 
S
E
A
 
s
 e

x
p

r
e
s
s
io

n
~

 
；
検
索
式
は
何
行
に
も
継
続
可
能
。
論
理
式
の
閉
じ
た
所
で
終
了
と
み
な
さ
れ
る
。

O
R
I
O
N
 
F
I
N
D
 

3
/
 F
I
N
D
 
L
I
N
E
A
R
 A
N
D
+
 

＇
＋
＇
プ
ラ
ス
記
号
で
コ
マ
ン
ド
を
継
続
す
る
。

F
I
N
D
.
。。
E
Q
U
A
T
I
O
N
*

＇
＊
＇
記
号
は
前
方
一
致

＊
 

1
 9
 
3
/
 L
I
N
E
A
R
 

＊
 

2
9
 
4
/
 E
Q
U
A
T
I
O
N
 
(
2
 T
E
R
M
S
 
C
O
M
B
 I
 N
E
D
)
 

＊
 
，
 
5
/
 L
I
N
E
A
R
 
A
N
D
 
E
Q
U
A
T
I
O
N
*
 

6
/
 

F
A
I
R
S
 
S
E
A
R
C
H
 
S
E
A
 
R
S
>
 S
E
A
 
e
x
p
 r
 e
 s
 s
 i
 on
-;
, 

A
N
D
 

R
S

>
j~

~
>E

x
p

c
e
s
s
i

o
n

~
 サ
プ
コ
マ
ン
ド

l~
誓
｝
に
よ
っ
て
検
索
式
の
継
続
が
可
能

O
R
 
N
O
T
 

N
O
 

N
O
T
 

I
R
S
/
T
S
S
6
 
S
E
A
R
C
H
 
S
E
A
 
#
0
 0
 1
 =
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
 

A
N
D
 

#
0
0
2
=
{
A
N
D
}
 e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
 
サ
プ
コ
マ
ン
ド
{
AO
R N
D
}
 に
よ
っ
て
検
索
式
の
継
続
が
可
能

O
R
 

O
R
 ゜ ゜

#
0
0
6
=
-
-
-
.
,
.
 

U
N
I
Q
-
1
 

＊
 

＊
（
積
）
又
は
＋
（
和
）
の
演
算
子
を
先
頭
に
付
し
て
検
索
式
を
継
続
で

＝｛ 
｝
 
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
 

き
る
。

＋
 

O
L
D
 

=
-
u
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
-
-
-
・
-
-
-
-
-
"
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-・
-・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
-
-
-
-
-
-
-
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S
E
A
R
C
H
 

S
S
E
A
R
C
H
 

A
N
D
 

O
R
 
D
I
F
 

S
E
 
ss
 
E
N
T
E
R
 
C
O
M
M
A
N
D
 

<
-
-
S
E
A
R
C
H
 

=
K
e
y
w
d
 

#
1
 
K
e
y
w
d
 

＝ご
l閂
言汀

D
I
F
 
#
2
 
A
N
D
 

O
R
 
D
I
F
 

K
e
y
w
d
 

1
0
 

5  

サ
ブ
コ
マ
ン
ド
t
N
D
に
よ
っ
て
検
索
式
の
継
続
が
可
能
。

昴｝
S
S
E
A
R
C
H
 (
二
次
検
索
用
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
）
下
で
も
同
様
で

あ
る
。

N
E
W
 

文
献
集
合
番
号
の
付
け
方

ー 5 3 |  No.
 
4
0
 
19
81ー2

シ
ス
テ
ム
名
サ
プ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

出
力
又
は
番
号
付
け
の
形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
S
E
A
R
C
H
 
S
 
S
E
A
 
(1
) 
2
 /
 
S
E
A
R
C
H
 
F
O
R
T
R
A
N
 

(3
) 
4
/
 D
I
F
 
1
-
2
 

D
I
F
 

S
E
A
R
C
H
 
F
O
R
T
R
A
N
 

D
I
F
 
1
-
2
 

A
N
D
 

＊
 

3
8
 
2
/
 
F
O
R
T
R
A
N
 

＊
 

1
 
4
/
 1
 
A
N
D
 N
O
T
 
2
 

O
R
 

(2
) 
3
/
 A
N
D
 
1,
 
2
 

(4
) 
5
/
 O
R
 
1,
 
2
 

A
N
D
 
1,
 
2
 

O
R
 
1,
 
2
 

＊
 

゜
3
/
 
1
 A
N
D
 
2
 

＊
 

4
0
 
5
/
 1
, 
2
 

'
n
/
'
の
n
が
文
献
集
合
番
号
で
あ
る
。

O
R
I
O
N
 
F
I
N
D
 

6
/
 F
I
N
D
 
L
I
N
E
A
R
 
A
N
D
 E
Q
U
A
T
I
O
N
*
 

＊
 

1
 9
 
6
/
 
L
I
N
E
A
R
 

＊
 

2
9
 
7
/
 
E
Q
U
A
T
I
O
N
 
C
 2
 
T
E
R
M
S
 
C
O
M
B
I
N
E
D
)
 

＊
 
，
 
8
/
 
L
I
N
E
A
R
 
A
N
D
 E
Q
U
A
T
I
O
N
*
 

9
/
 

I
n
/
'
の
I
Il
 
Iが
文
献
集
合
番
号
で
あ
る
。



シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

出
力
又
は
番
号
付
け
の
形
式

k 茫 K 唸 K 起 i B 笞 窟 t v ヽ ー J l ド ー ＼

F
A
I
R
S
 
S
A
V
E
 

B
R
O
W
S
E
 
B
R
O
 

S
A
V
E
 
S
E
T
 (
S
e
 t
n
o
)
 

B
R
O
W
S
E
 
K
E
Y
 H
A
S
 K
e
y
w
d
 

n
;
 
i
n
t
e
g
e
r
 

後
で
参
照
す
る
文
献
集
合
は
S
A
V
E
コ
マ
ン
ド
で
カ
レ
ン
ト
集

合
に
名
前
を
つ
け
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

SP
AN
(n
)
転
置
フ
ァ
イ
ル
の
中
で
キ
ー
ワ
ー
ド
K
e
y
w
d
の
前
後
n
語
づ
つ

を
出
力
。
こ
の
時
の
単
語
に
番
号
が
付
さ
れ
、
こ
れ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
の
代
り
に
使
え
る
。

I
R
S
/
T
S
S
6
 
S
E
A
R
C
H
I
S
E
A
 

.
 

-

E
X
P
A
N
D
 I
 E
X
P
 

ー 5 4 —

F
I
N
D
 
F
I
N
 

N
E
I
G
H
B
O 団
N
E
I

#
0
0
4
=
K
e
y
w
d
-
l
 
O
R
 K
e
y
w
d
-
2
 

=
E
X
P
 
K
e
y
w
d
 

/
/
E
X
P
A
N
D
 
L
I
 S
T
/
/
 

#
E
O
 1
 

#
E
0
2
 

#
E
l
4
 

w
o
r
d
ー
1

w
o
r
d
-
2
 

w
o
r
d
-
1
4
 

，
 

T
 

=
F
I
N
D
 
H
E
 

#
0
0
4
=
H
E
 
O
R
 H
E
L
I
U
M
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
'
 

=
N
E
I
G
H
B
O
R
 
G
A
S
 

/
/
N
E
I
G
H
B
O
R
 
L
I
S
T
/
/
 

1
 G
A
R
S
T
A
N
G
 

2
 G
A
R
T
E
 

先
頭
#
0
0
4
が
集
合
番
号
に
相
当
す
る

・
-
-
-
-
-
・
-
-
-

-
.
 

K
e
y
w
d
に
対
す
る
前
方
一
致
の
キ
ー
ワ
ー
ド
出
力
。

#
E
O
 1,
 
#
E
O
 2,
 
…，
#
E
 1
4
は
キ
ー
ワ
ー
ド
の
代
り
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
。

H
E
に
つ
い
て
シ
ソ
ー
ラ
ス
を
調
べ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て

#
0
0
4
を
後
の
検
索
式
中
で
利
用
可
能
。

=
N
E
I
 
キ
ー
ワ
ー
ド
な
し

#
N
E
I
G
H
B
O
R
 
S
A
V
E
D
 

,
 #
N
O
l
 G
A
S
E
 

#
N
0
2
 G
A
S
E
O
U
S
 

#
N
0
3
 G
A
S
E
S
 

K
E
Y
W
O
R
D
 
L
I
 S
T
 /1
/ 

N o .  4 0  1 9 8 1 ー 2

1
 5
 
G
A
S
F
I
E
L
D
S
 

***
 
=
S
 E
N
T
E
R
 
N
 (
N
E
X
T
)
 ,
 B
 (
B
A
C
K
)
 ,
 E
 (
E
X
I
T
)
 O
R
 

1
 2
 -
1
 4
 

*
 S
A
V
E
D
 #
N
O
l
 G
A
S
E
 

*
 S
A
V
E
D
 #
N
0
2
 G
A
S
E
Q
U
S
←
 1
 3
 

*
 S
A
V
E
D
 #
N
0
3
 G
A
S
E
S
 

←
 1
 2
 

S
 (
S
A
V
E
)
 

#
N
O
 1,
 
#
N
0
2
,
 #
N
O
 3
は
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
す
も
の
と
し
て

検
索
式
で
使
え
る
。

←
 1
4
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R
E
L
A
T
E
J
R
E
L
 
=
R
E
L
A
T
E
 
H
E
 

/
/
R
E
L
A
T
E
 
L
I
S
T
/
/
 

#
R
O
l
 
U
F
 H
E
L
I
U
M
 

#
R
0
2
 
B
T
 I
N
E
R
T
 
G
A
S
E
S
 

#
R
0
3
 
N
O
B
L
E
 
G
A
S
E
S
 

#
R
O
 4
 
N
O
N
M
E
T
A
L
 

#
R
O
S
 
O
 
G
R
O
U
P
 

#
R
0
6
 
R
A
R
E
 
G
A
S
 
E
L
E
M
E
N
T
 

#
R
0
7
 
R
A
R
E
 
G
A
S
E
S
 

.
 
T
 A
T
O
M
I
C
 W
E
I
G
H
T
 

#
R
0
9
 
V
A
L
E
N
C
E
 
0
 

z  

単
語
H
E
に
対
す
る
シ
ソ
ー
ラ
ス
の
内
容
を
出
力
。
#
R
O
l

等
は
右
側
の
単
語
の
代
り
と
し
て
検
索
式
中
で
利
用
可
能
。

4
。
0
0
2
6

U
N
I
Q
-
1
 

O
L
D
 

ー 5 5 ー
S
E
A
R
C
H
!
 S
E
 
E
N
T
E
R
 
C
O
M畢
N
D

<
-
-
S
E
A
R
C
H
 

=
K
e
y
w
d
-
1
 
A
N
D
 K
e
y
w
d
-
2
 

#
1
 
K
e
y
w
d
-
1
 
A
団
）
K
e
y
w
d
-
2
 

一
次
検
索
を
行
う
ご
と
に
#
n
と
い
う
集
合
番
号
が
つ
け

ら
れ
、
以
後
K
e
y
w
d
の
代
り
に
使
え
る
。

=
・
0
.
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

S
S
E
A
R
C
H
[
 S
S
 
E
N
T
E
R
 
C
O
J
¥
1
M
A
N
D
 

<
-
-
S
S
E
A
R
C
H
 

S
E
T
 N
o.
 
CI
 F
 
C
R
 

=
T
a
g
/
K
e
y
w
d
 

#
6
 
T
a
g
/
K
e
y
w
d
 

N
E
W
 

T
H
E
N
 

1
5
 

E
N
D
)
 ?
 ..!. 
(
#
は
は
ぶ
く
）
1
 
S
S
E
A
R
C
H
詞
e
t
n
o
で
も
よ
い
。

二
次
検
索
を
行
う
ご
と
に
#
n
と
い
う
集
合
番

号
が
つ
け
ら
れ
、
以
後
T
a
g
/
K
e
y
w
d
の
代

り
に
使
え
る
。

2  

N o .  4 0  1 9 8 1 ー 2



集
合
演
算
又
は
集
合
演
算
に
か
か
わ
る
検
索

k 葱 K 袢 汁 陸 i - ． 頴 茄 t v 、_ 1 1 ド ー X

シ
ス
テ
ム
名
サ
プ
コ
マ
ン
ド

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
O
R
 
A
N
D
 

D
I
F
 

S
e
t
n
o
 1
, 
S
e
t
n
o
 2
,
 
S
e
t
n
o
 3
, 

••
• 

A
N
D
 S
e
 t
 n
o
 1
 ,
 S
e
 t
 n
o
 2
 ,
 S
e
 t
 n
o
 3
 ,
 • •

 • 
D
I
F
 S
e
t
n
o
 1
-
S
e
t
n
o
 2
 

O
R
 

右
側
文
献
集
合
の
和
を
と
る

の
積
// 

S
e
t
n
o
l
に
対
す
る
S
e
t
n
o
2
の
差
を
と
る

”
 

O
R
I
O
N
 
F
I
N
D
 

F
I
N
D
 
S
e
t
n
o
 [>

~
N

O
T

]
S
e
t
n
o
0
0
0
]
 
F
I
N
D
コ
マ
ン
ド
の
オ
ペ
ラ
ン
ド
に
文
献
集
合
番
号

を
指
定
す
る

F
A
I
R
S
 

|  5 6  |  

O
R
 

A
N
D
 

N
O
T
 

R
S
>
 

R
S
>
 

R
S
>
 O
R
 
{
K
E
Y
 
H
A
S
 

S
e
t
n
o
-
1
 

A
N
D
{
K
E
Y
 H
A
S
 

S
e
t
n
o
-
2
 

N
O
T
{
K
E
Y
 
H
A
S
 

S
e
t
n
o
-
3
 

K
e
y
w
d
}
 

K
e
y
w
d
}
 

K
e
y
w
d
}
 

直
前
の
検
索
結
果
の
集
合
に
対
す
る
和
集
合
を
と
る

”
 
積 差
”
 

”
 

”
 

I
R
S
/
T
S
S
6
 
A
N
D
 

O
R
 

#
0
 0
 2
=
A
N
D
 
K
e
y
w
d
 

#
O
 O
 3
=
0
R
 
K
e
y
w
d
 

#
0
0
4
=
-
-
-
.
e
 

直
前
の
検
索
に
よ
る
文
献
集
合
に
対
す
る
栢
を
と
る

”
 

和
/
/

-
-
-
-
-―
→ 
-
-
-
-
-
-
1
-
一
―
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

A
N
D
 

A
N
D
 

O
R
 

#
0
0
7
=
S
e
t
n
o
-
l
 
A
N
D
 
S
e
t
n
o
-
2
 

#
O
O
B
=
A
N
D
 

#
0
0
9
=
0
R
 
S
e
t
n
o
-
3
 

キ
ー
ワ
ー
ド
の
代
り
に
集
合
番
号
を
つ
か
っ
て
も
よ
い

S
e
t
n
o
-
4
 

#
0
 1
 O
=
-
z
 

U
N
I
Q
ー
1

N o .  4 0  1 9 8 1 - 2  

=
T
a
g
n
o
-
1
,
 e
x
p
r
e
s
s
 i
 o
n
-
1
 

=
T
a
g
n
o
-
2
,
 e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
-
2
 

=
,
z
 

各
行
間
は
積

が
と
ら
れ
る

l -

2 2  

Y Y  

E E  

k k  

n * ＊
 

1゚ 1  s  
Y Y  s  
e  
r E E  

p k k  x  
e  

- l

 



辻 気 K 唸 K 睦 t i 十 祖 窓 t 〉 ヽ ー 1 1 ド ー X

2
行
目
か
ら
は
*
&
t
)
又
は
十
R
)
を
付
す

”
 

O
L
D
 '' 

ー 5 7 |  

N
E
W
 

A
N
D
 

O
R
 

D
I
F
 

T  

A
N
D
 

O
R
 

D
I
F
 

K
E
Y
 E
X
P
R
E
S
S
I
O
N
?
 

=
K
E
Y
l
 
*
 (
K
E
Y
2
 
+
K
E
Y
3
)
 

=
*
K
E
Y
4
 
+
K
E
Y
S
 

=
-
;
;
r
 

-
'
'
 

=
A
N
D
 
{
K
e
y
w
d
 

直
前
の
検
索
で
得
ら
れ
た
集
合
に
対
す
る
積
集
合
を
と
る

S
e
t
n
o
-
1
}
 

{
K
e
y
w
d
 

S
e
 t
n
o
-
2
}
 

{
K
e
y
w
d
 

S
e
t
n
o
-
3
}
 

=
O
R
 

=
D
I
F
 

=
S
e
t
 n
o
ー
1

=
S
e
t
 n
o
-
1
 

=
S
e
 t
p
o
-
1
 

＝
プ

”
 

和
”
 

”
 

差
”
 

=
-
;
;
:
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

A
N
D
 
S
e
t
n
o
-
2
 

集
合
1
と
集
合
2
と
に
対
す
る
積
集
合
を
と
る

O
R
 
S
e
t
n
o
-
2
 

11
和
/
/

D
I
F
 
S
e
t
n
o
-
2
 

11
差
/
/

検
索
履
歴
の
表
示

No.
 
4
0
 
19
81ー
2

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
R
E
M
I
N
D
 R
E
M
 
R
E
M
 S
e
t
n
o
l
(
,
 S
e
t
n
o
2
,
 ・
・・
〕

指
定
さ
れ
た
集
合
番
号
の
検
索
式
の
内
容
を
出
力
す
る
。

R
E
M
 S
e
t
n
o
 1
 -
S
e
t
n
o
 2
 

指
定
さ
れ
た
範
囲
の
検
索
式
の
内
容
を
出
力
す
る
。

O
R
I
O
N
 
L
I
S
T
 

LI
ST

l尉Se
t~n

'
 
C
 

文
献
集
合
番
号
の
指
定
を
省
略
す
る
と
全
過
程
が
表
示
さ
れ

o
 (
, 
S
e
t
n
o
・
。
。
)

る

o
l
-
S
e
t
n
o
2
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5
8
 
|
 

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
、
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

F
A
I
R
S
 
H
I
S
T
O
R
Y
 H
I
S
 
R
S
>
 H
I
S
T
O
R
Y
 

全
会
話
経
過
の
出
力

S
H
O
W
 
S
H
O
 
R
S
>
 S
H
O
W
 S
E
T
 (
S
e
t
 n
o
)
 

保
存
集
合
S
e
t
n
o
の
生
成
過
程
の
出
力

し
―
ー
例
$
D
E
S
T

I
R
翫
'
r
S
S
6
D
I
S
P
L
A
Y
 
D
I
S
 
***
 
E
N
T
E
R
 
C
O
I
'
v
1
M
A
N
D
 

=
D
I
S
P
L
A
Y
 

全
会
話
経
過
の
出
力

#
D
I
S
P
L
A
Y
 L
I
S
T
/
,
/
 

#
0
 0
 1
 =
.
 0 
0
 

#
0
0
2
=
,
,
,
 

U
N
I
Q
-
1
 

O
L
D
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
"
・
 
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-・-
-
-
-
--

-
-
-
-
-
--
-
-
-・ 

Q
L
I
S
T
 
Q
L
 
E
N
T
E
R
 
C
O
M
M
.
A
N
D
 
今
ま
で
行
っ
た
質
問
式
の
リ
ス
ト
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
S
e
t
の
大
き

さ
を
出
力
す
る

S
L
I
S
T
 
S
L
 
<
-
-
S
L
I
 S
T
/
 

検
索
リ
ス
ト
(
Q
L
I
S
T
で
も
よ
い
）

S
L
I
S
T
 

巳
l

R
A
N
G
E
 
O
F
 S
E
T
 N
O
,
 
(
I
F
 
C
R
 T
H
E
N
 
E
N
D
)
 ?
 
1
 

「
f:
m
番
目
か
ら
最
後
ま
で

゜
m
-
n
 
:
m
番
目
か
ら
n
番
目
ま
で
で
も
よ
い
。

N
E
W
 

'
 

-
n
 
;
 
最
初
か
ら
n
番
目
ま
で

N o .  4 0  1 9 8 1ー 2



文
献
集
合
の
内
容
表
示

k H i k 唸 K 陸 i H 担 蒜 t 〉 ヽ ー 1 1 3 ，ー X

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
I省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
D
I
S
P
L
A
Y
!
 D
I
S
 
D
 
D
I
S
 
C
S
。
s
e
t
n
o
)
(
,
N
。
n
u
m
b
e
r
)
(
,
M
 m
o
d
e
)
 

↑
 

↑
 

↑
 

文
献
集
合
n
o
必
要
文
献
数

表
示
モ
ー
ド

r r r r  

0 0  0  0
 

e  

d  
° A B C D  

r r r . | 、 | | | し

A
H
 
B
H
 
C
H
 

D
H
 説
明
付
加
要
求

O
R
I
O
N
 

|  5 9  |  

D
I
S
P
L
A
Y
 

d  •-

e ↑  

i  
f  
u  

） 合

P l l ク一

t  
u o

集

0 。 新

C 2 ， 最と0 0
 

d  

ー n n
る
， すe -

i L ー （

f L o o 略

u t 爪 臼 い 省

t p R 定

u o 旨す
のO F  

( / l  

） 号
〇 番 合n  
t  
e
＾ 集s 献
文＝  

（  
Y  
L A  
p  
s  ー
D  

。
。
。
)
）

出
カ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
指
定

←
出
カ
レ
コ
ー
ド
の
指
定

F
A
I
R
S
 
O
U
T
P
U
T
I
O
U
T
 
R
S
>
 O
U
T
P
U
T
 
E
L
E
M
E
N
T
 (
A
 
T
I
 
A
B
)
 
現
集
合
の
表
示

I
↑
 
L
A
b
s
t
r
a
c
t
 

T
i
t
l
e
 

R
S
>
 O
U
T
 S
E
T
 (
S
e
t
n
o
)
 
A
u
t
h
o
r
 
保
存
集
合
の
表
示
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
一
時
的
に
保
存
し
た
も
の
）

I
R
翫
T
S
S
6
I
 
B
R
O
W
S
E
 I
 B
R
O
 
***
 
E
N
T
E
R
 
CO
:M
J¥
1.
AN
D 

=
B
R
O
W
S
E
(
#
l
O
(
,
 P
=
S
/
(
T
I
T
L
E
)
(
,
 K
E
Y
)
(
,
 S
U
B
K
E
Y
)
(
,
 A
B
S
T
R
A
C
T
)
)
)
 

↑
 

文
献
n
o
;
 
省
略
す
れ
ば
直
前
の
検
索
で
得
ら
れ
た
も
の

N o .  4 0  1 9 8 1ー 2

U
N
I
Q
-
1
 

O
L
D
 

P
R
 I
N
T
 
(
Y
E
S
 
O
R
 N
O
)
 
?
Y
E
S
 

T
A
G
 O
F
 P
R
I
N
T
-
L
I
 N
E
 ?
 n
 1
 (,
 
n
 2
 (
,
。
。
。
）
）

n
l
,
 
n
2
,
 
n
3
,
。
。
。
の
値

1
 :
=
N
O
,
 
2
 :
=
T
I
T
 

6
:
=
I
N
D
 
7
:
=
A
-
I
 
3
:
 =
A
B
S
 
4
:
 =
A
U
T
 
s
 :
=
s
o
u
 

T  
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シ
ス
テ
ム
名
サ
プ
コ
マ
ン
ド
省
略
形
I

入
カ

形
式

T
Y
P
E
 
T
Y
 
E
N
T
E
R
 
C
O
M
M
A
N
D
 

T
Y
P
E
 
S
e
t
 n
o,
 {
□
｝
で
も
よ
い

P
R
I
N
T
 
P
R
 
<
-
-
T
Y
P
E
 

P
R
I
N
T
,
 O
U
T
P
U
T
で
も
よ
い

O
U
T
P
U
T
 
O
U
 
S
E
T
 N
O 。
C
I
F
C
R
 T
H
E
N
 E
N
D
)
 ?
 S
e
t
 n
o
 (
#
は
は
ぶ
く
）

D
A
T
A
 N
O
。
(
I
F
C
R
打
!
E
N
A
L
L
)
?
 

→
 
l
 1
 ;
 
上
で
指
定
し
た
S
e
t
の
全
デ
ー
タ

m
-
:
m
番
目
か
ら
最
後
ま
で

m
-
n
 j
 :
 
m
番
目
か
ら
n
番
目
ま
で

-
n
 
;
 
最
初
か
ら
n
番
目
ま
で

T
A
G
 N
O
,
 
CI
 F
 
C
R
 T
H
E
N
 
S
A
M
E
 
A
S
 B
E
F
O
R
E
)
 ?
 {---
iz 
}
 

・
n
l
(
,
 
n
2
(
,
 ,
,
,
)
)
 

N
E
W
 

— 6
0
-
質
問
集
の
永
久
フ
ァ
イ
ル
ヘ
の
格
納

No.
 
4
0
 
19
81ー2

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
Q
S
A
V
E
 
Q
S
A
 
Q
 S
 A
 (
Q
u
e
 r
 y
 1
 i
 b
 r
 a
 r
 y
。
)
Q
e
u
r
y
n
a
m
e
 
(,
 
S
e
t
n
o
l
(
,
 S
e
t
n
o
2
,
。
。
。
）
）

↑
 

質
問
名

↑
 

#
I
E
E
以
前
に
定
義

省
略
し
た
場
合
、
J
o
b
s
t
e
p
内
の
全
質
問
が

省
略
時
は
T
O
O
L
Q
L
I
B

格
納
対
象
と
な
る

O
R
I
O
N
 
P
R
O
F
I
L
E
 

1)
 
P
R
O
F
I
L
E
 
S
U
S
P
E
N
D
 
p
r
o
f
i
l
e
n
a
m
e
…
…
検
索
会
話
開
始
か
ら
の
全
て
の
入
力
が
保
存
さ
れ
る

2)
 
P
R
O
F
I
L
E
 
S

A
~

p
r
n

f
 i
 I
 e
n
a
m
e
 }
 

…
…
こ
の
間
の
全
て
の
入
力
が
保
存
さ
れ
る

P
R
O
F
I
L
E
 
S
A
V
E
 
p
r
o
f
i
l
e
n
a
m
e
 

F
A
I
R
S
 
E
D
I
T
 
E
D
 
R
S
>
 
E
D
I
T
 Q
u
e
r
y
n
a
m
e
 
N
E
W
 

l
 

}
 m
a
c
r
o
定
義

S
A
V
E
 

R
S
>
 S
A
V
E
 
C
A
T
A
L
O
G
 



I
R
S
/
T
S
S
6
 
I
 
P
R
O
F
I
L
E
 I
 
P
R
O
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(1
) 

(2
) 

(3
) 

P
R
O
F
 I
 L
E
 {
 !
 
(n
) 
}
 Q
u
e
r
y
n
a
r
n
e
 

2
 

}
m
a
c
r
o
定
義

0
0

8
0

=
~

 
P
R
O
 
L
 
＜
手

I
 ;
 
新
規
登
録

A
;
 追
加
登
録

p
r
o
 f
 i
 1
 e
 Q
u
e
r
y
 f
 i
 1
 e
-
1
 i
 s
 t
の
出
力

P
R
O
 L
,
 
Q
u
e
r
y
n
a
m
e
 

~
Q
u
e
r
y
n
a
m
e
の
内
容
を
出
力

n
;
 フ
ァ
イ
ル
の
大
き
さ

の
出
力
）

U
N
I
Q
ー
1

-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

Q
S
A
V
E
 

P
M
A
K
E
 

E
N
T
E
R
 
C
O
I
¥
1
M
A
N
D
 

<
-
-
P
M
A
K
E
 

P
R
O
 
F
I
 L
E
 (
I
F
 

Q
S
A
V
E
で
も
よ
い

T
H
E
N
 
E
N
D
)
?
 p
r
o
f
i
 l
e
n
a
m
e
 
}
 P
M
A
K
E
 
p
r
o
f
i
l
e
n
a
m
e
 

で
も
よ
い

ー 6 1 ー

Q
S
 

P
M
 

C
R
 

=「
ニ
_
s
:
質
問
文
を
s
a
v
e
す
る

Jし
}

L
:
 リ
ス
ト
を
と
る

m
-
:
m
番
目
の
質
問
式
か
ら
最
後
ま
で

m
-
n
:
m
番
目
か
ら
n
番
目
の
質
問
式
ま
で

-
n
 
:
 最
初
か
ら
n
番
目
の
質
問
式
ま
で

戸
三
］

=
 --
,
r
 

P
R
O
-
F
I
 L
E
 (
I
F
 
C
R
 T
H
E
N
 
E
N
D
)
 ?
 -
,
z
 

補
注
）
F
A
I
R
S
質
問
集
の
永
久
フ
ァ
イ
ル
ヘ
の
格
納
に
関
連
し
て

外
部
カ
タ
ロ
グ
：
利
用
者
が
共
用
フ
ァ
イ
ル
上
の
任
意
の
順
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
し
て
、
コ
マ
ン
ド
列
を
作
成
す
る
。
（
作
成
は
、
T
S
S
の
E
D
I
T
,
 デ
ー
タ
セ
ッ

ト
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
な
ど
を
使
う
。
）
F
A
I
R
S
は
外
部
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
・
管
理
に
関
知
せ
ず
、
単
に
実
行
の
み
行
う
。

共
通
外
部
カ
タ
ロ
グ
：
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
た
区
分
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
と
な
っ
て
い
る
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
（
一
般
利
用
者
は
登
録
で
き
な
い
。
）

No.
 
4
0
 
19
81
 
|
2
 

外
部
カ
タ
ロ
グ
I
N
C
L
U
D
E
 
I
N
C
 
R
S
>
 I
N
C
L
U
D
E
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
名
C
C
メ
ン
バ
名
）
〕
〔
実
パ
ラ
メ
ー
タ
1
(
(
値
1
)
)
。．
。
J

仮
パ
ラ
メ
ー
タ
名
を
指
定
、
及
び
そ
の
値
を
指
定

共
通
外
部
I
N
C
L
U
D
E
 
I
N
C
 
R
S
>
 
I
N
C
L
U
D
E
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
名
C
C
メ
ン
バ
名
）
）
（
実
パ
ラ
メ
ー
タ
1
(
(
値
1
)
)

0
。。
）

カ
タ
ロ
グ
E
X
E
C
 
E
X
 
R
S
>
 E
X
E
C
 
メ
ン
バ
名
（
実
パ
ラ
メ
ー
タ
1
(
(
値
1
)
)
,
.
,
)
 

R
S
>
メ
ン
バ
名
［
実
パ
ラ
メ
ー
タ
1
(
(
値
1
)
)
。
。
。
）
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永
久
フ
ァ
イ
ル
中
の
質
問
集
の
利
用

|
 
6
2
ー

T
O
O
L
-
I
R
 
Q
U
S
E
 
s
 
Q
U
S
E
 
Q
u
e
 r
y
n
a
m
e
 

O
R
I
O
N
 
P
R
O
F
I
L
E
 

1)
 
P
R
O
F
 I
 L
E
 
R
E
S
U
M
E
 
p
r
o
f
 i
 1
 en

am
e

…
F

~
O

F
IL

E
 
S
U
S
P
E
N
D
に
対
応

2)
 
P
R
O
F
 I
 L
E
 E
X
E
C
U
T
E
 
p
r
o
f
 i
 1
 e
n
a
m
e
 

F
A
I
R
S
 
E
X
E
C
 
E
X
 
R
S
>
 E
X
E
C
 
Q
u
e
r
y
n
a
m
e
 

I
R
S
/
T
S
S
6
 
U
S
E
 

=
U
S
E
 
Q
u
e
r
y
n
a
m
e
 

U
N
I
Q
-
1
 

-
-
-
・
-
-
-
__
__
_ ,
 __
_ 
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

P
U
S
E
 
P
U
 
E
N
T
E
R
 
C
O
M
M
A
N
D
 
l
 

P
S
E
A
C
H
 
P
S
 
<
-
-
P
U
S
E
 

P
U
S
E
 
2
r
o
 f
 i
 1
 e
n
a
m
e
 

P
R
O
 
F
I
L
E
 C
I
F
 
C
ド
T
H
E
N
E
N
D
)
?
 
p
r
o
:
f
i
l
e
n
a
m
e
 
で
も
よ
い

゜

N o .  4 0  1 9 8 1  | 2  
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文
献
集
合
の
永
久
フ
ァ
イ
ル
ヘ
の
格
納

ー 6 : 3
,—

 

No.
 
4
0
 
19
81ー2

シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
K
E
E
P
 
K
E
E
 
K
E
E
 
f
i
l
e
n
a
m
e
(
,
 S
e
t
n
o
J
 

し
—
—
艇
合

n
o
:
省
略
す
れ
は
直
前
の
も
の
か
と
ら
れ
る
。

O
R
I
O
N
 

R
E
P
O
R
T
機
能
の
G
E
T
,
P
U
T
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
用
い
る
か
、
オ
フ
ラ
イ
ン
P
R
I
N
T
の
出
力
先
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

永
久
フ
ァ
イ
ル
に
割
り
当
て
る
か
す
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

F
A
I
R
S
 
O
U
T
P
U
T
 
O
U
T
 
R
S
>
 O
U
T
P
U
T
 
[S
SE
ET
(T
 *()
 
J
 
{
 
D
S
N凰
記
C
D
a
t
a
s
e
t
n
a
m
e
)
}
 
「U')E
DOL
EI,
T
 
D
 
戸
J
 

S
e
t
 n
o
)
 
D
D
N
A
M
E
 (
d
d
-
n
a
r
n
e
)
 

I
T
 

し
出
力
対
象
集
合

し
―
—
出
力
先

編
集
方
法

『
E
M
E
N
T
¥
*
l
)
]

L
E
M
E
N
T
 (1
 
t
 e
m
 n
a
m
e
 

I
R
翫
T
S
S
6
I
 
I
 MA
 I
L
 
IM
AJ
 
**
* 
E
N
T
E
R
 
C
O
:
t
v
I
M
A
N
D
 

＝
墨
I
L

全
集
合
を
永
久
フ
ァ
イ
ル
に
保
存

U
N
I
Q
ー
1

C
O
P
Y
 
c
o
 
E
N
T
E
R
 
C
O
M
M
A
N
D
 

1
 

<
-
-
C
O
P
Y
 

C
O
P
Y
 
f
i
l
e
n
a
m
e
,
 
s
e
t
n
o
,
 

O
U
T
P
U
T
 F
I
 L
E
 
CI
 F
 C
R
打
-I
EN
E
N
D
)
 ?
 f
 i
 l
e
 n
ai
l!
 竺
D
a
t
a
 
n
o
 
で
も
よ
い

S
E
T
 N
O
,
 
(
I
F
 
C
R
打
i
E
N
E
N
D
)
 ?
 S
e
t
 n
o
 

D
A
T
A
 N
O。
(
I
F
C
R
 T
r
!
E
N
 
A
L
U
 ?
 □
 

｝
：
上
で
指
定
し
た
S
e
t
の
全
デ
ー
タ

m
-
:
m
番
目
か
ら
最
後
ま
で

n
r
n
 
:
 m
番
目
か
ら
n
番
目
ま
で

-
n
 
:
 
最
初
か
ら
n
番
目
ま
で

T
A
G
 N
O。
(
I
F
C
R
 T
H
E
N
 S
麟
A
S
B
E
F
O
R
E
)
?
{
プ
｝

n
 1
 (,
 
n
 2
 (,
 
・0
0)
) 
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シ
ス
テ
ム
名
サ
ブ
コ
マ
ン
ド

入
力

形
式

n
l
,
 
n
2
,
 …
の
値

1
:
 =
N
O
。
2
 :
=
T
I
T。
3
:
=
A
B
S
 
4
 :
=
A
U
T
 
5
 :
=
5
0
U
 
6
 :
=
I
N
D
 
7・ 
ー ・一

7
 :
=
A
-
I
 

゜ ゜

永
久
フ
ァ
イ
ル
上
の
文
献
集
合
の
取
り
出
し

|
 
6
4
ー

シ
ス
テ
ム
名
サ
プ
コ
マ
ン
ド
省
略
形

入
力

形
式

T
O
O
L
-
I
R
 
E
N
T
E
R
 
E
N
T
 
E
N
T
 
f
 i
 I
 e
n
a
m
e
 
呼
び
出
さ
れ
た
後
に
新
た
な
集
合
n
o
が
つ
け
ら
れ
、
つ
づ
け
て
使
用
さ
れ
る
。

O
R
I
O
N
 

F
A
I
R
S
 

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
読
み
出
す

I
R
S
/
T
S
S
6
 

M
A
I
L
 

F
O
R
T
R
A
N
 
p
r
o
g
r
a
m
に
よ
っ
て
読
み
出
す
。

U
N
I
Q
-
1
 

C
P
R
 I
N
T
 
f
i
l
e
n
a
m
e
 
}
 T
S
S
の
一
般
コ
マ
ン
ド

B
P
 R
 I
 N
T
 
f
 i
 I
 e
n
 a
m
e
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